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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
活
躍
し
た

　

救
出
活
動
や
安
否
確
認
、
避
難
所
で
の

炊
き
出
し
、
生
活
課
題
の
把
握
な
ど
に
は

自
治
会
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地

縁
的
な
組
織
が
活
躍
し
た
。
住
民
の
多
く

が
顔
見
知
り
の
地
域
で
は
、
親
身
な
助
け

合
い
に
よ
り
復
旧
作
業
が
比
較
的
順
調
に

進
ん
だ
り
、
被
災
者
の
精
神
的
な
安
定
が

図
ら
れ
た
り
し
た
。

○
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
支
援

　

多
く
の
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
か
ら

応
急
仮
設
住
宅
や
災
害
復
興
公
営
住
宅

へ
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
仮
設
住

宅
で
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
、
生
活
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
公

的
な
支
援
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
を
支
援
し
た
。
復
興
公
営
住
宅
で
も
、

集
会
所
機
能
を
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
に
生
活
復
興
相
談
員
が
配
置
さ
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
と
も

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
。

○
住
民
が
積
極
的
に
関
与
し
担
い
手
が
多
様
化

　

復
興
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
ナ
ー
や
大
学
の
研
究
者
な
ど
専

門
家
の
助
言
を
得
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
場
な
ど
に
お
い
て
、
住
民
主
体
で
進

め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
も
活
発
と

な
っ
た
ほ
か
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
推
進
員
や

同
協
力
員
が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
情
報
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

行
い
、
被
災
住
民
同
士
の
つ
な
ぎ
手
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
再
認
識

　

震
災
直
後
や
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
相
互
の
助
け
合

い
は
、
そ
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識

さ
せ
た
。
ま
た
、
ま
ん
延
し
つ
つ
あ
っ
た

地
域
社
会
へ
の
無
関
心
を
見
直
す
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

○
住
民
を
は
じ
め
幅
広
い
人
々
の
参
画
が
必
要

　

緊
急
時
の
支
え
合
い
や
、
日
ご
ろ
の
声

か
け
を
通
じ
た
課
題
の
発
見
な
ど
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
が
地
域
に
安
全
と
安
心

を
も
た
ら
す
。
生
活
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
解
決
に
は
、住
民
だ
け
で
な
く
、

専
門
家
を
は
じ
め
、
学
校
や
事
業
所
な
ど

幅
広
い
人
々
の
参
画
が
必
要
で
あ
る
。

○
活
動
の
場
と
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
人
を
つ
な
ぐ

　

住
民
同
士
や
外
部
の
支
援
者
を
つ
な
い
で

い
く
た
め
に
は
、
集
会
所
や
公
民
館
な
ど
活

動
の
拠
点
と
な
る
「
場
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

出
会
い
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
「
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
」
が
重
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、防
犯
、防
災
、

子
育
て
、
高
齢
者
へ
の
見
守
り
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
既

存
の
地
縁
的
な
組
織
だ
け
で
な
く
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
や
ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ

ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
域
を
基
盤
と
す

る
多
様
な
団
体
、
グ
ル
ー
プ
が
活
動
を
開

始
。
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

○
多
様
な
人
々
の
参
画
で
地
域
力
を
高
め
る

　

震
災
か
ら
十
数
年
が
た
ち
、
復
興
公
営

住
宅
で
は
高
齢
化
が
一
層
進
展
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
地
域
か
ら
孤
立

し
が
ち
だ
っ
た
若
年
単
身
者
や
外
国
人

県
民
な
ど
も
積
極
的
に
地
域
と
か
か
わ

り
、
併
せ
て
地
域
で
支
え
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
が
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
に
か
か
わ
る
多

様
な
人
々
の
参
画
で
地
域
力
を
高
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

○
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
変
え
る

　

震
災
を
経
て
、
地
縁
団
体
だ
け
で
な
く
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
も
地

域
の
担
い
手
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の

団
体
の
リ
ー
ダ
ー
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ン
ナ
ー
や
大
学
の
研
究
者
な
ど
の
専
門

家
も
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
担
い
手
は
、
住
民
と
外
部
の

支
援
者
を
つ
な
ぎ
、
個
性
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

多様な人々の参画で、より良い地域づくりを
　震災では、身近な地域での人と人のつながりの大切さを再認識した。まちの課題
への取り組みを通じて、住民が話し合い、行政やＮＰＯ、事業者、専門家などと協
働することで、より良い地域づくりができることを学んだ。震災を機に地域コミュ
ニティでは、地縁的な組織だけでなく、まちづくり協議会やＮＰＯなど多様な組織
によるネットワークが形成されるようになった。生活のさまざまな局面で地域コミュ
ニティの果たす役割は大きくなっており、地域力を高めることが期待されている。

（５）人をつなぎ互いを助ける地域コミュニティ

地域コミュニティの役割68
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Ⅲ
創
る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

地域コミュニティの再生・構築に向けた取り組み

地域コミュニティの重要性の
再認識

課題への直面・支え合いの
必要性

支援者・キーパーソンの支援
フェニックス推進員
ＬＳＡ（生活援助員）
ＳＣＳ（高齢世帯生活援助員）
自治会等地域団体の長
NPO・ボランティアのリーダー
大学の研究者
まちづくりプランナーなど専門家
　　　　　　　　など

拠点（場）整備支援
　ふれあいセンター
　コミュニティプラザ
　地域活動ステーション

ボランティア
グループ 団　体 ＮＰＯ 専門家 企　業 行　政

教訓の活用・一般施策の展開

地域協働・地域コミュニティでの取り組み
まちづくり防犯グループ活動、障害者
への声かけ運動、子育て家庭応援運動、
ひょうご家庭応援県民運動、
その他、防災、高齢者支援、環境・緑化、
里山づくり等の取り組み　　　など

地域コミュニティの再生支援
県民交流広場事業
地域づくり活動応援（ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ）事業
人材養成支援、情報提供・相談　　など

自治会・まちづくり
協議会の立ち上
げ、多様な協働の
展開

■地域コミュニティの再生・構築に向けた取り組み

□�被災地域コミュニティプラザ設置運営事業補
助（～平成16年度）
　�　被災地域の福祉コミュニティづくりの推進
拠点施設「コミュニティプラザ」の設置費等に
対し補助し、高齢者、障害者等が安心して暮ら
せるよう支援。

□地域づくり活動応援（パワーアップ）事業
　�　自治会、老人クラブ、子ども会など地域団体
の創意工夫による地域特性を生かした取り組
みや、地域団体の連合組織等による広域的な取

り組みなどに対して助成を行い、地域づくり活
動のノウハウを形成・共有。
□地域づくり活動サポーター設置事業
　�　県民のさまざまな地域づくり活動を効果的
に支援するため、県民の身近なアドバイザーと
して、地域づくり活動サポーターを設置。

□県民交流広場事業
　�　活動の場の整備と活動の立ち上げに要する
経費を支援し、参画と協働による地域コミュニ
ティ再生を図っている。

兵 庫 の 取 り 組 み
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
震
災
で
顕
在
化
し
た
家
族
の
問
題

　

震
災
は
、
家
族
の
死
傷
、
家
屋
の
喪

失
、
家
計
の
悪
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
近
所
づ
き
あ
い
が

な
く
な
っ
て
い
る
中
で
の
家
族
の
孤
立

や
親
族
と
の
同
居
や
扶
養
を
巡
る
問
題

も
発
生
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
危
機
的

状
況
が
家
族
の
き
ず
な
を
確
か
め
る
機

会
と
も
な
っ
た
。
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー

（
現
・
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

は
、
男
女
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
、
家
族
も
含
め
て
子

育
て
、
福
祉
、
労
働
な
ど
の
課
題
を
整

理
し
、
い
ち
早
く
提
言
を
行
っ
た
。

○
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
若
年
単
身
者

な
ど
地
域
の
中
で
孤
立
す
る
世
帯
も

　

普
段
か
ら
地
域
で
の
助
け
合
い
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
な
と
こ
ろ

で
は
、
血
縁
者
が
近
く
に
い
な
い
高
齢

者
の
み
の
世
帯
な
ど
が
近
隣
か
ら
の
助

け
を
受
け
ら
れ
ず
、
孤
立
し
て
し
ま
っ

た
。
地
域
と
の
接
点
が
少
な
い
若
年
単

身
者
や
外
国
人
県
民
な
ど
も
同
様
で

あ
っ
た
。

○
家
族
の
あ
り
方
を
提
言

　

兵
庫
県
で
は
、既
に
平
成
６
年
の「
国

際
家
族
年
」
を
契
機
と
し
て
21
世
紀
の

家
族
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
識
経
験
者

に
よ
る
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
を
進

め
て
い
た
。
震
災
で
の
経
験
も
踏
ま

え
、
家
族
一
人
ひ
と
り
が
人
間
関
係
を

つ
く
る
力
と
基
本
的
な
生
活
能
力
を
養

う
こ
と
な
ど
を
「
明
日
の
家
族
を
考
え

る
兵
庫
提
言
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
、

７
年
10
月
に
提
言
し
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
家
族
の
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
が
重
要

　

家
族
は
最
も
身
近
な
存
在
だ
が
、
日

常
生
活
で
は
家
族
の
き
ず
な
を
実
感
す

る
機
会
は
少
な
い
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
互
い
を
認
め
合
い
、
会
話
や
同
じ

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
家

族
の
き
ず
な
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

○
地
域
の
支
え
が
必
要

　

震
災
後
も
、
核
家
族
化
や
高
齢
世
帯

化
な
ど
が
進
み
、
自
力
解
決
能
力
が
低

く
な
っ
て
い
る
家
庭
は
多
い
。
家
庭
の

力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
自

身
の
努
力
が
第
一
だ
が
、
地
域
の
人
々

の
サ
ポ
ー
ト
も
大
切
で
あ
る
。

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
地
域
の
中

で
孤
立
す
る
可
能
性
の
あ
る
世
帯
は
、

普
段
か
ら
近
隣
の
人
々
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
災
害
時
な
ど
に
支
援
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
家
族
の
き
ず
な
を
深
め
る
取
り
組
み

が
進
む

　

家
族
の
き
ず
な
を
深
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
、「
家
族
の
日
」
や
「
家

族
の
週
間
」
を
定
め
て
一
緒
に
過
ご
し

た
り
、
家
族
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
家
族
同
士
の
良
好
な
心

と
心
の
結
び
つ
き
を
高
め
る
運
動
が
各

地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

○
家
族
を
地
域
が
支
え
る
た
め
に

　

地
域
や
社
会
も
、
地
域
ぐ
る
み
の
子

育
て
の
取
り
組
み
や
、
祖
父
母
世
代
、

親
世
代
、
子
世
代
が
相
互
に
助
け
合

い
、
と
も
に
暮
ら
す
「
地
域
三
世
代
同

居
」
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
家

族
や
家
庭
を
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
職
場
で
も
、
仕
事
と
生
活
の
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要

と
な
る
。

　

ま
た
、
普
段
つ
な
が
り
が
薄
い
若
年

単
身
者
な
ど
多
様
な
人
々
が
参
加
で
き

る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
の
機
会
・

場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
多
世
代
共

生
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
地
域
と

し
て
の
対
応
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

家族のきずなと地域の支えが、災害時の助け
合いにつながる
　震災は、家族のきずなを再確認する機会ともなった。その一方で、助け合える家族
を持たない住民が孤立したり、核家族化などで家族だけで課題を解決する能力が低下
していたことが明らかになった。災害時の身近なところでの助け合いは、家族だけで
なく、近隣の人々とのつながりが重要になる。家族のきずなを深めるとともに、地域
でさまざまな世代が交流し、ともに支え合う、多世代共生社会を築いていく必要がある。

（５）人をつなぎ互いを助ける地域コミュニティ

家族のきずなと地域の支え69
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Ⅲ
創
る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■明日の家族を考える兵庫提言（平成７年10月）

　平成６年（1994年）の国際家族年を契機と
して21世紀の家族のあり方を検討するため
に委員会を設置。震災での経験も踏まえ７年
10月に10の提言を行った。
提言１　�人間関係をつくる力と、基本的な

生活能力を養うことが必要
提言２　家事時間や地域活動の時間、自由

時間を家族みんなが共有し、体験を共有することで家
族の絆が強まる

提言３　�家事、子育て、介護などを分かちあい、生・老い・死など
を共有することで互いの関係が深まる

提言４　�家族を支える地域社会があってはじめて家族として
機能できる。地域生活の一員として家族とともに役割
を果たすことが必要� など

■男女共生のまちづくり提言（平成７年
5月）

　震災直後に被災地の県民の意見などを踏まえ
て、男女共生のまちづくり検討委員会が、家族、子
育て、福祉、労働など15分野の提言を行った。
　家�族
　「家族の中のわかちあいと、家族同士の結縁へ」
１�　家族の誰もが家事・育児･介護などの活動をわ
かちあうことで共通の体験･時間をつくり、関係
を深められます。
２�　男女ともに家庭生活、職場生活のみならず、地域
生活の一員としての役割を持つことが必要です。
３�　家族同士が交流する地域の居間となるよう、コ
ミュニティ施設や公園の活用が求められます。
� など

■被災者の体験～震災の時の家族～（年齢は当時）
Ｍ．Ｎさん（８歳・女性・長田区で被災）

　私たち家族は震災で母を亡くしたことで変わった。兄

たちはいつも私の事を一番に考えてくれ、家族のことに

全く干渉しなかった父が私たちのために一生懸命にな

り、お年寄りのためのボランティア活動をする。自分が

しんどいときでも、他人のことを考え、自分より他人の

ことを優先する。母を亡くし、心の傷は決して消える事

はないが、私には大好きな家族がいる。だから、母の分ま

で生きようと思う。あの震災で失ったものはたくさんあ

るが、人と人のつながりの大切さや、いま普通に生活で

きている事が凄いという事、家族が素晴らしく温かいと

いう事、何より命は尊く大切なものだという事を学んだ。

Ｔ．Ｓさん（64歳・女性・東灘区で被災）

　トイレへ行き、もう一度布団に入った時にガタガタと

来た。布団の上に、重い丸太棒のようなものがドスンと

落ちてきて身動きが取れなくなった。

　その時、東の方で「T.Sさーん」と呼ぶ声が聞こえた。少

し前まではもうダメだという気持ちになっていたが、声

を掛けてもらったので、助かろうという気持ちになっ

た。声を掛けてもらい、気持ちがものすごく違ってきた

ように思う。

　何とか布団から這い出して、ただボーッと立っていた

ら、近所の方が鍵を開けて助けに来てくれた。以前、身体

を壊して入院したので、万が一、救急車で運ばれるような

ことがあればよろしく、と鍵は向かいの人に預けていた

のが幸いした。近所の方にはずいぶんとお世話になった。

家庭問題研究所（現 少子・家庭政策研究所）研究報
告書「阪神・淡路大震災と家族」より

兵庫県立舞子高等学校震災体験集「語り継ぐ」2004よ
り（小学校２年生で体験した阪神・淡路大震災を高校
３年生の言葉で語る）

□ひょうご家庭応援県民運動
　核家族化の進展等により、家庭の自立力や、それを支
える地域力が弱くなっている。平成19年度から、家族の
きずなを深め、地域が家庭を支える「ひょうご家庭応援

県民運動」を展
開。
　地域団体・ＮＰ
Ｏや企業など
625団体からな
る「ひょうご家庭

応援ネットワーク会議」が主体となって、家庭と地域の
再構築を目指して、県民ぐるみで家庭を応援する多様な
取り組みが進められている。
□ひょうご家庭応援プログラム
　平成19年度から、兵庫県の多様な家庭応援施策を県
民向けに分かりやすく体系的に整理したプログラムを
作成し広く周知している。
　また、専門家からなる委員会を立ち上げ、各施策がよ
り一層家庭に配慮したものとなるよう、評価検証を行っ
ている。

兵 庫 の 取 り 組 み

推進母体

参画宣言

家庭応援団

マスコミ、ＮＰＯや企業等　503団体

「こころ豊かな美しい兵庫推進会議」 ひょうご家庭応

援ネットワーク

会議（625団体）
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
外
国
人
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

活
動
開
始

　

震
災
が
発
生
す
る
や
否
や
、
そ
れ
以

前
か
ら
海
外
へ
の
支
援
活
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
た
人
々
は
、
た
だ
ち
に
関

東
大
震
災
の
惨
劇
を
思
い
浮
か
べ
、
多

言
語
で
の
情
報
提
供
や
相
談
、
安
否
確

認
や
炊
き
出
し
な
ど
の
支
援
に
動
き
始

め
た
。

　

ま
た
、
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、

同
胞
へ
の
支
援
活
動
を
展
開
し
た
。
外

国
人
学
校
の
中
に
は
、
避
難
所
と
な
る

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
救
援
物
資
を
自

国
民
に
も
日
本
人
に
も
平
等
に
分
け
与

え
る
な
ど
、
そ
れ
ま
で
決
し
て
良
好
と

は
言
え
な
か
っ
た
近
隣
住
民
と
の
関
係

は
大
き
く
改
善
し
た
。

○
外
国
人
県
民
復
興
会
議
か
ら
復
興
へ

の
提
言

　

兵
庫
県
で
は
、
既
に
平
成
６
年
３
月

に
「
地
域
国
際
化
推
進
基
本
指
針
」
を

策
定
し
、
県
内
に
住
む
外
国
人
を
外
国

人
県
民
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
日
本
人
県

民
と
同
じ
よ
う
に
く
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
。
震
災
直
後

か
ら
、
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
や
県
警

の
外
国
人
県
民
向
け
の
相
談
窓
口
の
設

置
、
多
言
語
で
の
情
報
誌
の
発
行
を

行
っ
た
ほ
か
、
外
国
人
県
民
の
視
点
か

ら
復
興
に
関
す
る
提
言
を
得
、
具
体
的

な
支
援
策
を
検
討
す
る
た
め
「
外
国
人

県
民
復
興
会
議
」
を
設
置
し
、
復
興
計

画
に
反
映
し
た
。
ま
た
、
復
興
基
金
を

活
用
し
て
保
険
未
加
入
の
外
国
人
県
民

の
医
療
費
補
助
や
外
国
人
学
校
の
復
旧

へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
外
国
人
県
民
も
配
慮
し
た
情
報
提
供

が
必
要

　

被
災
直
後
の
情
報
は
日
本
語
が
中
心

で
あ
っ
た
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
多
言
語

で
の
情
報
提
供
が
効
果
的
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
単
な

る
外
国
人
県
民
へ
の
支
援
だ
け
で
な
く

「
多
文
化
共
生
」
の
考
え
方
で
そ
の
後

も
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
平
常
時
か

ら
、
外
国
人
県
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
情
報
提
供
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
外
国
人
県
民
の
立
場
に
立
っ
た
制
度

が
必
要

　

震
災
で
は
、
外
国
人
県
民
に
対
す
る

情
報
提
供
や
医
療
費
の
問
題
な
ど
外
国

人
県
民
復
興
会
議
か
ら
提
言
を
得
た
り
、

外
国
人
県
民
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
も
協
議
の
場
（
Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

を
設
け
る
な
ど
、
外
国
人
県
民
の
立
場

に
立
っ
た
対
応
を
行
っ
て
き
た
。
平
常

時
で
も
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と
の
み
を

も
っ
て
理
由
な
く
日
本
人
と
異
な
っ
た

取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
常
に
意

識
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
市
民
を
中
心
と
し
た
活
動
支
援
が
展
開

　

震
災
後
に
も
、
世
界
各
地
で
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
の
、
国
や
自
治
体
レ
ベ
ル
の
支

援
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
市
民
レ
ベ
ル
で
の
支
援
も
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
。
平
成
14
年
に
は
「
海
外

災
害
援
助
市
民
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
）」
が
設
立
さ
れ
、
直
ち
に
ス
タ
ッ

フ
を
現
地
に
派
遣
す
る
な
ど
精
力
的
な

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

○
平
常
時
か
ら
標
識
の
多
言
語
化
な
ど

を
推
進

　

平
常
時
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ベ
ル
で
外
国
人
県
民
を
地
域
の
一
員

と
し
て
捉
え
た
良
好
な
関
係
づ
く
り
が

大
切
で
あ
る
。
行
政
も
、
外
国
人
県
民

を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
支

援
、
多
言
語
で
の
避
難
誘
導
標
識
等
の

設
置
、
災
害
時
に
多
言
語
で
の
情
報
提

供
を
行
う
た
め
に
Ｆ
Ｍ
Ｃ
ｏ
・
Ｃ
ｏ
・

Ｌ
ｏ
と
協
定
を
締
結
し
、
14
言
語
で
の

緊
急
放
送
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

外国人県民との平常時からの共生が、災害時の支援の
効果を高める
　震災発生直後、それ以前から海外への支援活動などに取り組んでいた人々は、関東大震災での惨劇を
思い浮かべ、多言語での情報提供や相談などの支援活動に取り組んだ。兵庫県も外国人県民復興会議を
設置して、外国人県民からの提案を受け医療費の問題等に取り組んだ。震災以後、ＮＰＯ／ＮＧＯなど
市民レベルの支援活動も活発化している。地域コミュニティレベルでの取り組みに加え、行政も避難誘
導標識の多言語化など、平常時から外国人県民との共生に向けた取り組みが求められている。

（５）人をつなぎ互いを助ける地域コミュニティ

多文化共生70
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Ⅲ
創
る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■震災直後の相談件数
○兵庫県警察本部
期間：１月19日～３月18日
体制：24時間対応５カ国語
実績：�英語788件、韓国・朝鮮語

90件、中国語228件、スペ
イン語35件、日本語821件�
� 計1,962件

主な相談：
　・親族、知人の安否確認
　・生活不安、帰国相談等
　・ボランティアの申し出� など

○緊急外国人県民特別相談
期間：１月24日～３月29日
体制：４カ国語
実績：�英語245件、中国語240

件、ロシア語186件、ス
ペイン語49件、日本語
595件� 計1,315件

主な相談：
　・住居相談・生活相談
　・労働相談　　　など

■外国人コミュニティの救援活動
○各地のカトリック教会
　�　中山手教会を中心に、各国大使館の要請に応
えながら安否確認や情報提供などの支援活動を
展開。
○朝鮮学校
　�　東神戸朝鮮初中級学校は、総聯の救援物資集
配センターの位置付けであった。物資は、国籍に
関係なく平等に配分。
○神戸中華同文学校
　�　華僑、日本人、留学生・就学生が避難。卒業生がボ
ランティアで集まり炊き出し、周辺住民に提供。
○マリスト国際学校
　�　被災して校舎が改修不能となったが、体育館
を避難者に提供。

■阪神大震災地元ＮＧＯ救援連絡会議
　震災直後、被災地でさまざまな
活動を行っていた団体やＮＧＯが
集まり、阪神大震災地元NGO救援
連絡会議（代表・草地賢一（故人））を
設立。外国人支援、仮設住宅支援、震
災記録など分科会を設け、ボラン
ティアやＮＧＯ等の活動を支援。

■海外災害援助市民センター（CODE）
　震災の教訓を踏まえ、専門家だけで
なく、幅広い知恵や能力を持つ市民が
集まり互いに協力して救援・復興活動
に取り組む拠点。平成14年１月設立。
　被災地へスタッ
フを派遣し、現地
のカウンターパー
トナーを通して支
援を行う。

■多文化共生センター
　震災直後から外国人地震情報セ
ンターとして多言語での情報提供
を展開。地域に暮らすすべての人の
背景に十分な配慮をした社会づく
りに取り組む活動を展開。
　救急情報収集ガイドの作成や多
言語での健康相談などを実施。

■ひょうご国際プラザ
　ＨＡＴ神戸（神戸市中央区）に県民の
国際理解や国際交流を推進し、ＮＰＯ
／ＮＧＯの支援を行うための施設を
ＨＩＤビル２階に設置（平日9～20時
ほか）。兵庫県国際交流協会が運営。
　　　　　　　　　　　　活動支援室：

　�　ＮＰＯやグループの打ち
合わせ等の活動で活用
国際情報センター：
　図書や雑誌、インターネッ
ト等を利用し海外情報を収集
交流ギャラリー：
　国際交流・国際協力団体の
紹介等。イベントも可能な多
目的室。

交流サロン：プラザに集
う人々が自由に交流す
る場。

■子ども多文化共生センター
　すべての児童生徒に国籍や民族の「違い」を「違い」とし
て認め合い、異なる文化や生活習慣、価値観を受容し、尊
重する共生のこころをはぐくむとともに、外国人児童生
徒の自己実現を支援するなどの子ども多文化共生教育の
中核施設として県立国際高等学校内（芦屋市）に整備。
○研修・イベント等の情報提供
○学習教材等展示・貸出
○外国人児童生徒等にかかわる教育相談
○多文化共生の交流活動
○�子ども多文化共生
サポーター派遣と
ボランティア登録

〔開館〕
　平日・第１土曜日曜
　9:00～17:00

■NPO／NGOの取り組み

■外国人県民復興支援会議
設置：平成７年２月
委員：�総領事や外国人団体、外国人学校、経済界、学識者、

国際交流団体、マスコミ関係者
41人中25人が外国人県民

提言：�①日本人県民と外国人県民とが共に生きる新しい
生活の創造
②世界にひらかれ、世界の人々と共に生きるまちづ
くりの推進

■復興基金による支援
○外国人学校に対する支援
　　日本私学振興財団の災害復旧融資への利子補給
○ＮＰＯ／ＮＧＯ等への支援
　�　ＮＰＯ／ＮＧＯなどが被災外国人県民に対して実
施する情報提供、生活相談等の活動の一部を助成
○外国人県民の医療費への補助
　�　健康保険などに加入できないため多額の医療費を
自己負担せざるを得ない外国人の医療費を補助

■行政による多文化共生の推進
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
復
興
公
営
住
宅
で
の
高
齢
化
率
が
高

ま
る

　

復
興
公
営
住
宅
で
は
、
高
齢
化
率
、

単
身
高
齢
世
帯
率
と
も
に
極
め
て
高

く
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
割
合
は
年
々
上

昇
し
て
い
る
。

○
復
興
公
営
住
宅
の
高
齢
者
が
抱
え
る

課
題
は
深
刻

　

復
興
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
も
、
見

知
ら
ぬ
者
同
士
の
共
同
生
活
に
な
じ
め

ず
、
被
災
の
痛
手
を
抱
え
な
が
ら
閉
じ

こ
も
る
高
齢
者
も
多
か
っ
た
。
健
康
に

不
安
を
抱
え
る
中
、
不
眠
や
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
等
、
こ
こ
ろ
の
問
題
を
抱
え

る
人
へ
の
対
応
な
ど
が
深
刻
な
課
題
と

な
っ
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
高
齢
者
の
自

立
を
支
え
る

　

援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加

に
伴
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
な

く
、
民
生
・
児
童
委
員
や
老
人
ク
ラ
ブ

が
訪
問
活
動
な
ど
を
展
開
し
た
。
高
齢

者
の
見
守
り
を
使
命
と
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
中
に
は
、
懸
命
の
見
守
り
を

続
け
、
24
時
間
体
制
で
見
守
る
グ
ル
ー

プ
も
あ
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
高
齢
者
に
身
近
な
地
域
で
包
み
込
む

見
守
り
が
大
切

　

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に
対
し

て
は
、
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
地
域

住
民
に
よ
る
声
か
け
や
助
け
合
い
、
そ

れ
を
補
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
や
支

援
者
（
左
図
参
照
）
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

　

今
後
ま
す
ま
す
進
展
す
る
高
齢
化
に

即
し
て
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
密
着
し

た
見
守
り
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

○
交
流
の
拠
点
づ
く
り
が
必
要

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
公
的
な
支
援
者
が
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
な
ど
で
行
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
有
効
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
茶
話
会
な
ど
の
交
流
の
場
づ
く
り

の
取
り
組
み
、
健
康
相
談
・
体
操
な
ど

の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
、
仲
間
づ

く
り
や
趣
味
の
活
動
な
ど
の
生
き
が
い

づ
く
り
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
見
守
り
体
制
の
充
実

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
や
民
生
・
児

童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
に
加
え

て
、
公
的
に
配
置
さ
れ
た
各
種
の
支
援

者
が
、
被
災
者
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
に
応
じ
な
が
ら
効
果
的
な
見
守
り
活

動
を
展
開
し
て
き
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｓ
Ａ

や
Ｓ
Ｃ
Ｓ
の
対
応
が
十
分
で
な
い
夜

間
・
休
日
の
対
応
を
行
う
「
安
心
ほ
っ

と
ダ
イ
ヤ
ル
」
や
ガ
ス
の
使
用
量
や
セ

ン
サ
ー
で
高
齢
者
の
異
常
を
感
知
す
る

シ
ス
テ
ム
な
ど
も
運
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
、
地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を

つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、

見
守
り
体
制
の
充
実
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
高
齢
者
自
立
支
援
ひ
ろ
ば
の
整
備

　

復
興
公
営
住
宅
で
は
、
空
き
住
戸
な

ど
を
活
用
し
て
、
Ｌ
Ｓ
Ａ
や
Ｓ
Ｃ
Ｓ
が

高
齢
者
を
見
守
る
拠
点
と
な
る
「
高
齢

者
自
立
支
援
ひ
ろ
ば
」
の
開
設
が
進
ん

で
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進

め
な
が
ら
高
齢
者
の
見
守
り
を
展
開
す

る
た
め
に
も
、
自
立
支
援
ひ
ろ
ば
の
今

後
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

地域の見守りが、高齢者の安全で安心なくらしを支える
　応急仮設住宅や災害復興公営住宅では、ボランティアが高齢者に寄り添いながらきめ細かく自立を支え
てきた。また、生活支援アドバイザー、ＬＳＡ（生活援助員）、生活復興相談員、ＳＣＳ（高齢世帯生活
援助員）は安否確認、緊急時の対応、家事の援助などの見守り活動を展開した。これらの活動を通じ、地
域に密着した見守りの重要性が明らかになった。今後の高齢社会を先取りする形で明らかになった課題に
向き合ってきた経験を生かし、地域で高齢者を見守る体制づくりが必要となっている。

（５）人をつなぎ互いを助ける地域コミュニティ

高齢者の見守り71
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■支援者一覧

支援者
支援者数の推移（人）

対象 活動内容（年度）
平成7

�
8
�

9
�
10
�
11
�
12
�
13
�
14
�
15
�
16
�
17
�
18����

民生・ 児童委
員 6007　6399� � � 6658� � � 6829� � � 6937

要援護家庭等 安否確認
生活相談

ＬＳＡ
（生活援助員）

�
��6� 13� 59� 104� 109� 111� 112� 112� 113� 113� 113� 113

シルバーハウジ
ング入居者
（60歳以上）

生活指導・相談、安否確認
一時的な家事援助
生きがいづくり支援等

保健師 �
517�537� 537� 554� 576� 628� 634� 641� 637� 653� 663� 699

要療養者等で保健
指導の必要な者

訪問指導
健康相談・健康教育

健康
アドバイザー �

�
126� 117� 117

仮設住宅等被災
者

健康相談・情報提供
健康ﾁｪｯｸ、健康指導

まちの保健室
看護ボラン
ティア � � � � � �

143
�
211
�
250
�
265
�
289
�
289

閉じ込もりがち
な被災高齢者等

健康相談
訪問活動

生活支援アド
バイザー

�
100
�
149
�
136

仮設住宅等被災
者

恒久住宅確保の情報
提供・相談・支援等

生活復興相談
員

� �
69
�
124
�
165
�
62
�
53

災害復興公営住
宅居住被災者

生活支援のための
相談・情報提供

ＳＣＳ
（高齢世帯生
活援助員） � � � � � �

53
�
102
�
102
�
102
�
102
�
102

� � � � � � � � �
� �

�
→�78

災害復興公営住
宅居住被災高齢
者

安否確認
生活指導・相談
一時的な家事援助

高齢者自立支
援ひろば
（設置数） � � � � � � � � � � �

11
災害復興公営住
宅居住被災高齢
者

見守り､ 健康づくり
コミュニティ支援、
支援者のプラット
フォーム

いきいき県住
推進員

�
� � 16

�
16
�
28
�
28
�
28
�
28
�
28
�
28
�
30
災害復興公営住
宅住民

居住者間の課題解決、
交流に関する支援

ふれあい交番
相談員

�
60
�
60
�
60

仮設住宅等被災
者

警察OBによる相談
受理及び防犯、交通
安全指導等

復興住宅対策
交番相談員 � �

�
35
�
95
�
95
�
112
�
112
�
113
�
113
�
113
�
113

　　　　　　�　<うち巡回型60>���<45>

災害復興公営住
宅居住被災者

交番相談員
（100）

�
（100）

�
（100）

�
（100）

�
（100）

�
（150）

�
（245）

�
（255）

�
（279）

�
（329）

�
（352）

� �� � � � ���<233>��<241>��<261>� 平成16年度以降巡回型なし

災害復興公営住
宅居住被災者

＜�＞は巡回型で内数
（　�）は被災地外地域
含む

情報サポー
ター � � 178� 266� 260

災害復興公営住
宅居住被災者

イベントなどの情報提
供・参加の呼びかけ等

活動情報サ
ポーター � � � � � 1797� 1807� 2026� 2051� 1931

災害復興公営住
宅居住被災者

個別訪問し、趣味の
集まりやグループ
活動の情報提供等

□�高齢者自立支援ひろば
　災害復興公営住宅に支援者（２名）が常駐する拠点を
設置し、地域住民や支援者と連携しながら地域主体の支
援システムの構築を図る。
　「ひろば」ではＳＣＳ（高齢世帯生活援助員）の役割を
担うスタッフが事務所に常駐したり、周辺公営住宅の高
齢者を巡回することで見守りを行う。

＜“ひろば”が担う４つの機能＞
①�見守り
②�健康づくり
③�コミュニティ支援
④�支援者のプラットフォーム

兵 庫 の 取 り 組 み

＜災害復興公営住宅の状況＞
○高齢化率　　　�40.5％（平成13年度）⇒47.8％（平成20年度）
○単身高齢世帯率�34.4％（平成13年度）⇒42.3％（平成20年度）

常駐型見守り

巡 回 型
見 守 り

周辺公営住宅

ひろば

❖「高齢者自立支援ひろば」による見守
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
Ｌ
Ｓ
Ａ
を

配
置

　

復
興
公
営
住
宅
の
整
備
に
当
た
り
、

被
災
者
に
高
齢
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
入
居
高
齢
者
の
生
活
指
導
、
安
否

確
認
等
を
行
う
Ｌ
Ｓ
Ａ
を
配
置
す
る
シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が
大
量
に
供
給

（
約
３
５
０
０
戸
）
さ
れ
た
。

　

復
興
公
営
住
宅
の
Ｌ
Ｓ
Ａ
は
、
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
以
外
の
高
齢
者
世
帯

へ
も
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

と
と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶
な
ど
を
Ｌ

Ｓ
Ａ
自
身
が
企
画
・
主
催
し
て
入
居
者

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
ま
で
も
支

援
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
厚
生
省

（
現
・
厚
生
労
働
省
）
と
協
議
し
、
既

存
制
度
と
は
別
の
「
被
災
高
齢
者
自
立

生
活
支
援
事
業
」と
し
て
事
業
化
さ
れ
た
。

○
高
い
頻
度
で
巡
回
す
る
Ｓ
Ｃ
Ｓ
を
配
置

　

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
戸
数
に
限

界
が
あ
る
た
め
、
優
先
入
居
の
対
象
で

あ
り
な
が
ら
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
で

は
な
く
一
般
の
公
営
住
宅
に
入
居
し
た

高
齢
者
も
い
た
。

　

平
成
９
年
度
か
ら
生
活
復
興
相
談
員

を
配
置
し
て
、
高
齢
者
を
定
期
的
に
訪

問
し
、
情
報
提
供
や
相
談
に
応
じ
て
い

た
が
、
巡
回
頻
度
が
低
く
、
複
雑
・
多

様
化
し
た
高
齢
者
の
抱
え
る
課
題
の
解

決
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

　

入
居
者
の
見
守
り
を
充
実
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
性
化
す
る
た

め
、
13
年
度
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
の
な
い
復
興
公
営
住
宅
等
に
概
ね

50
世
帯
に
１
人
の
割
合
で
Ｓ
Ｃ
Ｓ
を
配

置
し
、
週
１
回
程
度
巡
回
訪
問
等
を
し

な
が
ら
高
齢
者
へ
の
生
活
指
導
・
相

談
、
安
否
確
認
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

な
ど
を
行
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
で
有
効

　

入
居
者
の
生
活
相
談
や
安
否
確
認
だ

け
で
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
ま
で
こ

な
す
Ｌ
Ｓ
Ａ
は
、
兵
庫
県
版
Ｌ
Ｓ
Ａ
と

し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
、
Ｓ
Ｃ
Ｓ
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を

行
い
、
復
興
公
営
住
宅
に
お
け
る
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
非
常
に
有
効

で
あ
っ
た
。

○
支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
必
要

　

復
興
公
営
住
宅
で
は
、
Ｌ
Ｓ
Ａ
や
Ｓ

Ｃ
Ｓ
だ
け
で
な
く
、
民
生
・
児
童
委
員

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

住
民
の
見
守
り
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
く
の

支
援
者
が
か
か
わ
っ
て
お
り
、
き
め
細

か
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
。
相
互
に

連
携
し
て
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
支
援

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
必
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
Ｌ
Ｓ
Ａ
の
継
続
配
置
を

　

Ｌ
Ｓ
Ａ
が
介
護
保
険
事
業
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
町
が

独
自
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
財
政
状
況
の
悪
化
も
あ
り
、
派
遣

を
得
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

復
興
公
営
住
宅
で
の
一
層
の
高
齢
化
が

進
む
中
、
Ｌ
Ｓ
Ａ
の
継
続
配
置
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

○
高
齢
者
自
立
支
援
ひ
ろ
ば
の
開
設

　

公
的
な
支
援
者
が
す
べ
て
の
高
齢
者

の
見
守
り
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
の
見
守
り
を
進
め
る
た
め
、
Ｓ

Ｃ
Ｓ
（
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
等
）

が
空
き
住
戸
等
に
常
駐
し
、
地
域
住
民

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
て
見
守
り
を
行
う

「
高
齢
者
自
立
支
援
ひ
ろ
ば
」
事
業
を
、

復
興
基
金
を
活
用
し
て
平
成
18
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
。

見守り体制の充実が、高齢者の安心を支える
　災害復興公営住宅の整備に当たり、ＬＳＡ（生活援助員）を配置したシルバーハ
ウジングを大量に供給したが、入居できない高齢者もいた。高齢化率も４割を超え
ているため、シルバーハウジング以外の高齢者も支援する兵庫県版ＬＳＡの展開や
シルバーハウジングのない復興公営住宅の高齢者を支援するＳＣＳ（高齢世帯生活
援助員）の配置、地域コミュニティで見守りに取り組む高齢者自立支援ひろばの開
設など見守り体制の整備に取り組んでいる。

（５）人をつなぎ互いを助ける地域コミュニティ

ＬＳＡ・ＳＣＳ72
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テ
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■ ＬＳＡ、ＳＣＳによる見守りイメージ

シルバーハウジング以外

シルバーハウジング

（災害復興公営住宅）

LSA室

コミュニティ
プラザで執務

【ＬＳＡ】

シルバーハウジングのない
災害復興公営住宅等

市役所等

【ＳＣＳ】

■ＬＳＡ･ＳＣＳの職務・サポート体制等の比較
区分 ＬＳＡ（生活援助員） ＳＣＳ（高齢世帯生活援助員）

対象世帯 シルバーハウジング等の入居世帯
・60歳以上の単身者
・夫婦のみの高齢世帯（一方が60歳以上）
・60歳以上の高齢者のみの世帯
高齢者向け優良賃貸住宅、高齢者円滑入
居賃貸住宅など

ＬＳＡによる生活支援を受けていない復興公営住宅
等の入居世帯
・65歳以上の単身者
・夫婦のみの高齢世帯（一方が65歳以上）
・65歳以上の高齢者のみの世帯
・疾病、障害など、その他支援を必要とする世帯

職務内容 　①シルバーハウジング等における見守り

　・生活指導・相談
　・安否確認
　・緊急時の対応
　・一時的な家事援助
　・関係機関との連絡
　・その他日常生活上必要な援助
　②�被災高齢者自立生活支援事業による
コミュニティ支援活動支援

　・�老人クラブ、ボランティア、地域住民
等との連携による支援体制づくり

　・�住宅内集会所等を利用した各種生き
がい交流事業の企画、実施　等

　①�シルバーハウジング以外の復興公営住宅等での
見守り

　・生活指導・相談
　・安否確認
　・緊急時の対応
　・一時的な家事援助
　・関係機関との連絡
　・その他日常生活上必要な援助
　②ＳＣＳによるコミュニティサポート事業
　・ＳＣＳのいるシルバーハウジングのない復興公
営住宅等において、住民の仲間づくり･生きがい
づくり事業を実施

配置基準 必要性が認められる範囲で弾力的に派遣 概ね50世帯に１人
活動形態 ＬＳＡ室に常駐

（宝塚市等一部の市町は巡回型で運用）
巡回型
（市役所等を拠点に複数の団地を担当）

訪問頻度 原則として毎日（同一団地内） 概ね週１回（複数団地）
財　　源 区分 シルバーハウ

ジング等
被災高齢者自立
生 活 支 援 事 業

～⑰ 在宅福祉事業
費等補助金（介
護予防・地域支
え合い）事業

国庫 1 / 2 、県
1/4、市町1/4
（政令市・中核市
は1/2）

⑱～ 概ね介護保険
制度の地域支
援事業

復興基金10/10

〔参考〕　ＬＳＡ設置事業

介護予防・地域
支え合い事業

介護保険制度の地
域支援事業（市町）

⑱⑰

　　※�一部市町においては、介護保険制度に拠らず、
　　　ＬＳＡを一般財源で実施
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M
essage

復
興
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

５
人
を
つ
な
ぎ
互
い
を
助
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
復
興
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
自
律
的
で
互
恵
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
が
図
ら
れ
、
地
域
団
体
に
加
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

も
参
画
す
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
た
。

震
災
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
を
問
い
直
し
た

　

震
災
前
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

地
域
課
題
の
多
様
化
、
複
合
化
が
顕
著

に
な
り
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い

た
一
部
の
地
域
を
除
い
て
、
大
半
が
地

域
住
民
の
無
関
心
の
中
で
少
数
の
地
域

事
業
者
や
高
齢
者
、
主
婦
達
に
よ
っ

て
、
か
ろ
う
じ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
状

況
で
あ
っ
た
。

　

旧
来
の
市
街
地
で
は
、
新
た
な
担
い

手
が
現
れ
な
い
ま
ま
、
担
い
手
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
た
。
ま
た
、
担
い
手
の

輪
番
交
代
制
を
導
入
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
域
で
も
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
が
で
き
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
は
停
滞
に
陥
っ
て
い
た
。
数
少
な

い
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
も
、高
齢
者
・

障
害
者
福
祉
や
子
育
て
、
環
境
な
ど
特

定
の
分
野
に
集
中
し
て
お
り
、
有
効
な

制
度
的
支
援
も
十
分
で
な
く
少
数
者
の

善
意
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　

震
災
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
地
域

に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を

問
い
直
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

地
域
で
の
高
齢
者
の
見
守
り
を

よ
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

　

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
は
二

つ
の
形
で
表
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

は
、
高
齢
社
会
に
即
し
た
地
域
の
見
守

り
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
震
災
後
の
応

急
仮
設
住
宅
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
や
、
災

害
復
興
公
営
住
宅
な
ど
で
の
Ｌ
Ｓ
Ａ

（
生
活
援
助
員
）、
Ｓ
Ｃ
Ｓ
（
高
齢
世
帯

生
活
援
助
員
）
に
よ
る
見
守
り
活
動
の
展

開
は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
社
会
に

お
い
て
、
地
域
全
体
で
の
見
守
り
体
制

の
整
備
と
そ
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

今
後
、
元
気
な
高
齢
者
や
地
域
の

人
々
が
積
極
的
に
見
守
り
に
か
か
わ
れ

る
仕
組
み
や
、
地
域
福
祉
計
画
と
連
携

し
た
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
高

齢
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
地
域
拠
点

の
整
備
な
ど
、
震
災
後
の
取
り
組
み
の

な
か
で
生
ま
れ
た
先
駆
的
な
成
果
を
よ

り
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

多
様
化
し
た
担
い
手
も
参
加
す
る

開
か
れ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

　

も
う
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化

は
、
担
い
手
の
多
様
化
で
あ
る
。
既
存

の
地
域
団
体
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
発
的

に
多
様
な
テ
ー
マ
の
活
動
を
始
め
る
人

達
が
現
れ
始
め
た
。
ま
た
、
地
域
で
活

動
す
る
事
業
者
や
商
業
者
、
学
校
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ほ
か
、
外
国

人
県
民
が
積
極
的
に
地
域
の
活
動
に
参

画
す
る
機
会
が
生
ま
れ
た
。
こ
う
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
の
つ
な
が
り
の
広

が
り
は
、
新
た
な
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
構
築
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
震
災
を
機
に
学
識
者
や

弁
護
士
、
建
築
家
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
の
専
門
家
が
地
域
に
か
か
わ
る
よ

う
に
な
り
、
平
常
時
に
お
け
る
人
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
向
け
る
地
域
住
民
の

目
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
て
、
地
域

に
か
か
わ
る
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
に

変
化
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
運
営
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域

代
表
的
な
単
一
組
織
に
よ
る
も
の
か

ら
、
円
滑
な
合
意
形
成
を
可
能
に
す
る

た
め
に
も
、
多
様
な
活
動
主
体
で
構
成
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Ⅲ
創
る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

さ
れ
た
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

能
登
・
中
越
で
は
震
災
を
機
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
よ
り
活
発
に

　

能
登
半
島
地
震
や
新
潟
県
中
越
地
震

な
ど
で
は
、
神
戸
・
阪
神
間
の
よ
う
な

都
市
部
と
は
違
い
、
く
ら
し
を
守
る
た

め
の
自
衛
の
仕
組
み
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
存
在
し
た
。
中
越
地
震
に
お
け

る
集
落
ご
と
の
仮
設
住
宅
の
移
転
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
強
い
仕
組
み
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
っ
た
と
い
え
る
。

一
方
で
、
強
い
仕
組
み
が
、
個
々
の
住

民
の
考
え
を
復
興
に
反
映
さ
せ
に
く
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
中
越
地
震
で
は
、
外
部
か

ら
多
く
の
支
援
者
が
入
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
地
域
で
の
話
し
合
い
の
ス
タ
イ
ル

が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
女
性
の
参
加
が
な
け
れ
ば
物
事
が

決
ま
ら
な
い
な
ど
、
公
開
性
と
民
主
制

が
担
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、
以
前
に
は
な
か
っ
た
集
落
間

の
情
報
交
換
が
始
ま
っ
た
ほ
か
、
被
災

地
内
で
の
集
落
間
競
争
と
も
い
え
る
地

域
づ
く
り
活
動
が
活
発
に
な
り
、
被
災

地
外
も
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
。
今
後
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
、
い
か
に
継
続
さ
れ
、
よ
り
多
く

の
住
民
が
か
か
わ
っ
て
い
け
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

家
族
の
き
ず
な
と
増
加
す
る
単
身

世
帯
や
外
国
人
県
民
へ
の
目
線
が

ま
す
ま
す
重
要

　

地
域
活
動
の
活
発
化
が
注
目
さ
れ
る

中
で
、
家
庭
機
能
の
低
下
が
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
家
族
の
き

ず
な
の
大
切
さ
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
都
市
部
で
は
単
身
世
帯
や

外
国
人
県
民
が
着
実
に
増
加
し
て
お

り
、
地
域
や
近
隣
で
開
か
れ
た
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
家
族
の
共
同
生
活

か
ら
離
れ
た
単
身
者
や
外
国
人
県
民
に

も
地
域
に
参
画
し
て
も
ら
い
、
見
守
り

が
必
要
な
高
齢
者
と
併
せ
て
地
域
で
支

え
て
い
く
視
点
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
。

❖高齢化が進む災害復興公営住宅
のコミュニティづくりが課題

❖コミュニティプラザでの健康教室
（神戸新聞社提供）
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
建
築
制
限
を
実
施

　

被
害
が
甚
大
な
密
集
市
街
地
で
は
、
早

急
に
都
市
計
画
事
業
の
実
施
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
都
市
計

画
決
定
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
無
秩
序
な
建
築
活
動
に
よ
る
密
集
市

街
地
の
再
現
を
防
ぐ
た
め
、
建
築
基
準
法

第
84
条
に
基
づ
き
区
域
を
指
定
し
、
２
カ

月
間
の
建
築
制
限
を
実
施
し
た
。

　

多
く
の
住
民
が
避
難
し
居
所
を
離
れ
て

い
た
た
め
に
、
行
政
の
説
明
が
届
き
に
く

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
建
築
制
限
と
都
市

計
画
の
進
め
方
に
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

ず
、
反
発
が
あ
っ
た
。

○
二
段
階
の
都
市
計
画
決
定
を
実
施

　

建
築
制
限
期
間
内
に
関
係
者
の
十
分
な

合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

二
段
階
に
分
け
て
土
地
区
画
整
理
事
業
と

市
街
地
再
開
発
事
業
の
都
市
計
画
を
決
定

し
た
。
第
一
段
階
は
、
事
業
の
区
域
、
幹

線
道
路
等
の
大
枠
の
み
を
決
め
、
第
二
段

階
で
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
で
の
住
民

の
合
意
形
成
を
踏
ま
え
、
区
画
道
路
や
街

区
公
園
等
を
決
定
し
た
。

○
復
興
推
進
地
域
と
の
同
時
決
定
で
事

業
を
促
進

　

被
災
市
街
地
の
緊
急
か
つ
健
全
な
復

興
を
図
る
た
め
、
平
成
７
年
２
月
に
被

災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
が
制
定
さ

れ
た
。
同
法
に
よ
る
被
災
市
街
地
復
興

推
進
地
域
と
都
市
計
画
事
業
の
区
域
等

を
同
時
に
都
市
計
画
決
定
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
従
来
は
事
業
計
画
決
定
後
に

し
か
で
き
な
か
っ
た
事
業
用
仮
設
住
宅

や
仮
設
店
舗
※１
の
建
設
、
用
地
買
収
に

係
る
税
制
上
の
特
例
措
置
の
適
用
が
、

前
倒
し
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

権
利
者
の
生
活
再
建
を
支
援
し
、
事
業

の
早
期
推
進
に
つ
な
が
っ
た
。

※１　

一
般
の
仮
設
住
宅
と
は
異
な
り
、
面

的
整
備
事
業
区
域
内
の
権
利
者
を
対
象

と
し
た
仮
設
住
宅
や
仮
設
店
舗

学
ん
だ
こ
と

○
住
民
の
意
向
の
反
映
が
不
可
欠

　

復
興
に
向
け
た
面
的
整
備
事
業
で
は
、

広
範
な
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
迅
速
か
つ

確
実
に
進
め
る
た
め
、
行
政
が
中
心
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
住
民
の
力
を
結
集

し
、
地
域
の
意
向
と
し
て
反
映
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
専
門
家
の
助
言
や
住
民
が
合
意

形
成
に
取
り
組
む
場
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
を
結
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
二
段
階
の
都
市
計
画
決
定
も
有
効

　

被
災
地
の
復
興
の
た
め
に
は
、
一
刻
も

早
い
都
市
計
画
の
枠
組
み
の
提
示
と
早
期

の
事
業
着
手
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

個
人
の
利
害
に
か
か
わ
る
詳
細
な
計
画
は

十
分
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

震
災
で
は
、
こ
の
双
方
を
実
現
す
る
た

め
に
二
段
階
の
都
市
計
画
決
定
を
行
い
、

結
果
的
に
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
比

較
的
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
災

害
時
の
事
業
手
法
と
し
て
、
大
枠
の
都
市

計
画
か
ら
段
階
的
に
住
民
が
合
意
形
成
を

図
る
二
段
階
の
都
市
計
画
決
定
は
有
効
で

あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
被
災
市
街
地
復
興
に
向
け
た
法
整
備

　

被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
に
よ

り
、
震
災
後
２
年
間
、
建
築
制
限
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
住
民
合
意

の
た
め
の
期
間
が
で
き
た
と
い
う
点

で
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、

２
年
間
の
建
築
制
限
を
か
け
た
ま
ま
で

都
市
計
画
事
業
に
着
手
で
き
な
け
れ

ば
、
被
災
者
の
生
活
再
建
や
都
市
復
興

に
つ
な
が
ら
な
い
。

　

こ
の
期
間
を
有
効
に
活
用
し
、
早
期

の
都
市
復
興
を
果
た
す
た
め
に
も
、
平

素
か
ら
ま
ち
の
防
災
性
や
将
来
の
姿
に

つ
い
て
住
民
同
士
で
議
論
し
て
お
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
割
に
期
待

　

震
災
を
機
に
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
全
国
的
に
認
識
さ
れ
、
同
様
の
組
織

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
面
的
整

備
事
業
の
実
施
に
際
し
て
住
民
の
意
向

を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
専
門
家
も

参
画
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
、
住

民
の
合
意
形
成
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
今
後
も
大
き
な
役
割
を
担
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

住民の意向が反映できる事業手法で、市街地の復興を進
める
　都市基盤を再構築する必要のあった密集市街地の復興に向けては、土地区画整理事業等の都市計画事業
が実施された。実施に当たっては、時間的な制約と住民の合意形成が十分にできない状況を考慮。最初に
事業の区域、幹線道路など大枠のみを決定し、その後、住民が参画したまちづくり協議会と自治体が協働
で詳細決定を行う二段階の都市計画決定となった。限られた時間で復興まちづくりに住民の意向を反映さ
せるためには、普段から住民がまちの防災性や将来の姿について議論しておくことが重要である。

（６）住民が主体となり、地域の特性を生かしたまちづくり

二段階の都市計画決定73
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Ⅲ
創
る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■二段階の都市計画の進め方

第一段階（都市計画決定）
枠組みの決定

区域・幹線道路・近隣公園

第二段階（都市計画決定）
住民との協議を踏まえその他の都市施設の決定
補助幹線道路・主要な区画道路・街区公園

事業計画決定
区画道路等も含め事業計画決定

■阪神・淡路大震災のまちづくりの流れと成果

震災発生

緊急対応期
（　～1カ月）

応急復興期
（1～3カ月）

本格復興期
（1年～）

復興まちづく
り初動期
（3～6カ月）

復興まちづく
り実践期

（6カ月～1年）

◯救命・救助・情報収集
◯行政に復興本部設置、基本方針ができる
◯復興方針の広報、説明

◯建築基準法第84条による建築制限
　（最長2カ月間）
◯復興事業地区の抽出
◯都市復興基本計画骨子策定

◯まちづくり協議会設立・運営支援
◯専門家・コンサルタントの派遣
◯都市復興基本計画の策定
◯合意形成とまちづくり提案のとりまとめ
◯復興事業の事業計画案の作成
◯先行買収と代替地斡旋による事業用地確保

◯復興事業計画等の確定
◯復興まちづくり支援事業補助制度化
◯二段階目の都市計画決定

仮換地指定後早い地区では、1年数カ月の工事が
完成したところから住宅再建に着手できた
現時点では土地区画整理事業2地区、再開発事業1
地区を残すのみとなっている（平成20年12月時点）

◯一段階目の都市計画決定（事業区域）
◯被災市街地復興推進地域の都市計画決定
◯緊急の生活基盤確保（仮設住宅・店舗等）
◯地域住民の意向把握に向けた取り組み

■土地区画整理事業：仮換地指定日
平成 8年 8月　神戸市　新長田・鷹取
平成 8年11月　西宮市　森具
平成 8年11月　神戸市　六甲道駅西
平成 8年11月　神戸市　松本
平成 9年 2月　尼崎市　築地
平成 9年 5月　神戸市　湊川町1・2丁目
平成 9年 8月　芦屋市　芦屋中央
平成 9年 9月　神戸市　神前町２丁目
平成 9年10月　神戸市　御菅
平成 9年11月　西宮市　西宮北口駅北東
平成 9年11月　淡路市　富島
平成10年 3月　神戸市　森南
平成11年 3月　芦屋市　芦屋西部

■被災市街地復興推進地域内事業完
了地区累計表

20

～平成10
平成11
平成12
平成13
平成14
平成15
平成16
平成17
平成18
平成19
平成20

1 3 4 5
年度別完了地区累計

（年度）

再開発
区画整理

6 7 8 9 10111213（地区）

再開発（全６地区）・区画整理（全 13地区）

■まちづくりの流れ
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
補
助
制
度
の
改
善
な
ど
震
災
特
例
を

国
へ
要
望

　

事
業
費
の
財
源
確
保
が
大
き
な
課
題

で
あ
っ
た
た
め
、
兵
庫
県
は
被
災
市
町

と
と
も
に
奔
走
し
、
そ
の
結
果
、
国
は

震
災
の
特
例
措
置
を
講
じ
た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
都
市
計

画
道
路
に
対
す
る
道
路
整
備
特
別
会
計

補
助
採
択
要
件
の
緩
和
（
幅
員
12
ｍ
→

６
ｍ
）、
市
街
地
再
開
発
事
業
で
は
、

国
庫
補
助
率
の
嵩
上
げ
（
３
分
の
１
→

５
分
の
２
）
な
ど
、
大
幅
な
拡
充
が
な

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
税
制
面
で
は
、
従
来
事
業
計
画

が
決
定
し
な
い
と
適
用
で
き
な
か
っ
た
用

地
買
収
に
係
る
譲
渡
所
得
の
５
０
０
０
万

円
特
別
控
除
が
、
都
市
計
画
決
定
時
点
か

ら
適
用
で
き
る
よ
う
特
例
措
置
が
と
ら

れ
、
事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
た
。

○
利
子
補
給
で
権
利
者
の
負
担
を
軽
減

　

密
集
市
街
地
で
施
行
し
た
区
画
整
理
事

業
で
は
、
狭
小
宅
地
が
多
く
、
道
路
等
へ

の
宅
地
の
提
供
（
減
歩
）
が
困
難
な
権
利

者
は
清
算
金
を
支
払
っ
た
。
清
算
金
の
支

払
に
当
た
り
融
資
を
受
け
た
場
合
に
は
、

復
興
基
金
で
権
利
者
に
利
子
補
給
を
行

い
、
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
。

○
空
き
地
・
空
き
床
の
利
用
促
進
対
策

を
実
施

　

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
住
宅
地
が
整

備
さ
れ
て
も
、
二
重
ロ
ー
ン
等
の
経
済

的
な
問
題
か
ら
、
自
宅
を
再
建
で
き
ず

空
き
地
が
目
立
つ
地
区
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
融
資
を
受
け
て

住
宅
な
ど
を
建
設
す
る
者
に
対
し
、
復

興
基
金
で
利
子
補
給
を
行
い
、
初
期
負

担
の
軽
減
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
再
開
発
事
業
で
は
、
商
業
床

を
従
前
よ
り
多
く
設
け
る
傾
向
が
あ

り
、
居
住
者
構
成
な
ど
地
域
を
取
り
巻

く
環
境
の
大
き
な
変
化
も
あ
っ
て
、
再

開
発
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
誘
致
に
苦
戦
す

る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
入
居
促
進
対
策

と
し
て
、
保
留
床
の
空
き
床
に
つ
い

て
、
復
興
基
金
で
利
子
補
給
や
家
賃
補

助
等
の
支
援
を
行
い
、
空
き
店
舗
等
へ

の
入
居
を
促
進
し
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
事
業
推
進
の
た
め
に
震
災
特
例
や
制

度
改
正
が
必
要

　

狭
小
な
宅
地
が
多
く
、
権
利
者
の
減

歩
の
割
合
が
議
論
と
な
っ
て
い
た
区
画

整
理
事
業
で
は
、
税
制
上
の
特
例
措
置

が
と
ら
れ
、
減
歩
率
を
緩
和
す
る
た
め

の
用
地
買
収
が
円
滑
に
進
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
特
例
措
置
や
補
助
要
件
の

緩
和
、
補
助
率
の
嵩
上
げ
な
ど
の
制
度

改
正
は
、
事
業
推
進
の
上
で
効
果
を
発

揮
し
て
お
り
、
平
常
時
の
事
業
と
は
異

な
る
特
別
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

○
被
災
地
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
が
必
要

　

ま
ち
の
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
被
災

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
復
興
基
金
を
活
用

し
た
清
算
金
に
係
る
融
資
返
済
で
の
利

子
補
給
や
、
空
き
地
・
空
き
床
の
利
用

促
進
対
策
は
、
関
係
者
の
負
担
軽
減
、

立
地
促
進
と
い
う
点
で
、
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
財
政
力
が
弱
い
過
疎
自
治
体

で
あ
る
旧
北
淡
町
が
大
規
模
な
区
画
整

理
事
業
を
行
う
た
め
に
県
が
県
道
・
域

内
幹
線
町
道
事
業
費
相
当
を
助
成
し
た

特
別
な
財
政
措
置
は
、
事
業
の
推
進
を

図
る
上
で
、
有
効
で
あ
っ
た
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
空
き
地･

空
き
床
の
目
立
つ
地
域
の

再
生
が
課
題

　

復
興
に
向
け
た
面
的
整
備
事
業
で

は
、
権
利
者
が
一
日
も
早
く
住
宅
を
再

建
し
、
店
舗
や
事
務
所
に
事
業
者
が
立

地
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
が
再
生

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
促
進
施
策
を
講
じ

て
も
、
な
お
、
空
き
地
・
空
き
床
の
目

立
つ
地
域
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
解

消
し
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
が
で
る
よ
う

な
次
な
る
対
策
が
課
題
で
あ
る
。

事業の早期完了と利用促進で、まちの再生を
　震災復興に向けた面的整備事業では、施行者である自治体の事業費の財源を確保し、短期間の
うちに事業を完了させた上で、権利者の一日も早い自己再建や店舗などの立地を進め、まちを再
生させることが不可欠であった。国庫補助制度の特例などで財源確保や事業推進を図ったほか、復
興基金で土地利用や入居の促進などを図ったが、今なお空き地・空き床の利用促進が課題である。

（６）住民が主体となり、地域の特性を生かしたまちづくり

土地区画整理事業・市街地再開発事業74
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Ⅲ
創
る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■ 土地区画整理事業 及び 市街地再開発事業 による震災復興事例　

計画図

西宮北口駅

西宮北口駅北東地区
震災復興第二種市街地再開発事業

西宮北口駅北東
震災復興土地区画整理事業

■復興土地区画整理事業
・�一体的かつ計画的に道路、公園等
の公共施設を充実させ、災害に強
く安全で便利な住宅地への再生
を図る。
・�災害の際、一時避難地となる近隣
公園の整備。
・�都市計画決定後、地方公共団体に
よる用地先行取得。
・集約換地による住宅の共同化。

西宮北口駅北東地区の場合

■復興市街地再開発事業
・�道路等都市基盤施設と不燃建築
物との一体的整備により、市街地
の迅速な復興と機能的で美しい
まちなみの形成を図る。
・�全面買収方式の第二種市街地再
開発事業を適用し、迅速な震災復
興を図る。
・�従前権利に見合う住宅、店舗等の
提供による被災者の生活再建。

被災時

住宅の倒壊

商店街の倒壊

復興後

土地区画整理事業

市街地再開発事業
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
老
朽
住
宅
が
集
中
し
た
市
街
地
で
甚

大
な
被
害
が
出
た

　

老
朽
化
し
た
住
宅
が
集
中
す
る
市
街

地
は
、
路
地
で
細
分
化
さ
れ
、
避
難
路

も
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
消
火
や
救
出
活
動
が
困
難
で
大
き

な
被
害
に
つ
な
が
っ
た
。

　

一
方
、
戦
災
を
受
け
、
戦
災
復
興
土

地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
道
路
や
公

園
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で
は
、
火
災
に

よ
る
被
害
が
少
な
か
っ
た
。

○
延
焼
を
止
め
避
難
場
所
を
提
供
し
た

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

　

震
災
時
、
街
路
樹
を
は
じ
め
と
す
る

都
市
の
緑
は
建
物
の
倒
壊
被
害
軽
減
や

火
災
の
延
焼
軽
減
に
役
立
っ
た
。
公
園

や
緑
地
は
震
災
直
後
か
ら
避
難
地
と
し

て
利
用
さ
れ
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
、
物
資
の
集
配
基
地
、
応
急
仮
設
住

宅
の
設
置
場
所
な
ど
多
様
な
救
援
・
復

旧
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
災
害
に
強
い
都
市
基
盤
が
不
可
欠

　

延
焼
の
軽
減
に
つ
な
が
る
幅
の
広
い

道
路
、
避
難
場
所
や
応
急
活
動
拠
点
と

な
る
公
園
、
災
害
直
後
の
消
火
用
水
や

生
活
用
水
を
提
供
す
る
河
川
。
こ
れ
ら

の
都
市
基
盤
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
都
市
基
盤

を
充
実
さ
せ
、
防
災
性
の
向
上
と
住
環

境
の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

○
普
段
か
ら
の
維
持
管
理
活
動
が
必
要

　

道
路
や
公
園
、
河
川
が
ま
ち
の
防
災

性
の
向
上
に
貢
献
す
る
た
め
に
は
、
造

る
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
の
点
検

や
清
掃
な
ど
、
管
理
者
や
近
隣
住
民
に

よ
る
維
持
管
理
活
動
の
積
み
重
ね
が
重

要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
に
役
立
つ

と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
に
も
貢
献
す
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
住
民
主
体
の
公
園
づ
く
り
等
の
広
が
り

　

震
災
時
に
公
園
が
果
た
し
た
役
割

が
、
住
民
の
公
園
緑
地
へ
の
認
識
を
高

め
た
。
各
地
域
に
お
け
る
復
興
の
ま
ち

づ
く
り
で
も
、
地
域
に
必
要
な
公
園
や

施
設
に
つ
い
て
住
民
た
ち
が
議
論
を
重

ね
、
地
域
特
性
に
合
っ
た
防
災
公
園
が

数
多
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。

○
住
民
参
加
の
維
持
管
理
活
動
が
進
展

　

神
戸
市
兵
庫
区
の
松
本
地
区
な
ど
で

は
、
地
域
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
組
織
し
、
行
政
と
の
協
働
で
復
興
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
公
園
や
せ
せ

ら
ぎ
が
整
備
さ
れ
た
後
も
、
美
化
活
動

等
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路

や
河
川
に
つ
い
て
、
設
置
者
と
地
元
の

住
民
や
企
業
等
が
協
定
を
結
ん
で
普
段

か
ら
維
持
管
理
を
行
う
ア
ド
プ
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
住
民
参
加
型
の
仕
組

み
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
施
設
の
適

正
な
維
持
管
理
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
災

害
時
の
住
民
相
互
の
助
け
合
い
に
大
い

に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

都市基盤の充実と住民参加の維持管理で、安心
して暮らせるまちをつくる
　震災では、公園や緑地などのオープンスペースが不足している密集市街地において、老
朽化した木造住宅の倒壊や火災による延焼などで多くの犠牲者が出た。災害に強いまちづ
くりを進めるためには、市街地での火災の延焼遮断帯として、また避難場所や応急活動拠
点にも活用できる身近なオープンスペースとして、道路や公園、河川などの都市基盤を充
実させ、住民がその維持管理に参加することが重要である。

（６）住民が主体となり、地域の特性を生かしたまちづくり

災害に強いまちづくり75
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■火災による焼失区域と面的整備済区域【神戸市長田区】
○�長田区の戦災復興土地区画整理区域では、その他の地域に
比べ、相対的に被害の拡大が抑えられた。

■神戸市長田区の大国公園
　この公園で猛火が止まった。

■都市構造による延焼遮断
　消防研究所の調査において、大規模火災の焼け止まり要因を整理した。
　道路・鉄道等は４割
　耐火建築物が３割
　空き地等が２割
　消防活動による延焼遮断は約１割。広幅員道路、公園等の大規模空き地や学校・
マンション等都市構造の形態が市街地大火の焼け止まりに大きく影響する。

空き地
100

80

60

40

20

0

道路
鉄道

耐火造
防火壁
消防活動

％

延焼阻止要因
（消防研究所調査）

○�水辺へアクセスするスロープ等の整備や非常時の水
源確保のための堰上げ用に利用する渡り石を設置。
非常時には消火用水、生活用水の取水源としての機
能を担う。

■防災ふれあい河川【神戸市（住吉川）】

○�せせらぎを流れる水は、非常時には初期
消火の水としても生活用水としても利用
が可能。また、地域住民により、毎月２回
の美化活動に取り組んでいる。

■安全とエコの水辺（せせらぎづくり）【神戸市松本地区】
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
通
じ
復
興
の

ま
ち
づ
く
り
が
進
展

　

震
災
の
２
カ
月
後
、
緊
急
を
要
す
る

復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
、
復
興
市
街

地
再
開
発
事
業
の
都
市
計
画
が
決
定
さ

れ
た
（
⑹
�
参
照
）。
し
か
し
、
多
く

の
住
民
が
避
難
し
て
い
る
中
で
の
短
期

間
で
の
決
定
は
住
民
に
反
発
と
混
乱
を

与
え
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
地
区
を
中
心

に
、
行
政
主
導
の
計
画
で
は
な
く
、
住

民
の
意
見
を
集
約
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
被
災
地
で
は
新
た
に
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
１
０
０
以
上
設
置

さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
の
助
言

を
受
け
、
住
民
参
加
に
よ
る
復
興
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。

○
地
区
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進

ん
だ

　

震
災
後
、
企
業
用
地
の
大
量
供
給
で

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
急
増
す
る
な
ど
、

市
街
地
の
変
容
が
進
む
地
域
で
は
、
生

活
環
境
や
住
環
境
の
維
持
・
保
全
が
課

題
と
な
っ
た
。

　

西
宮
市
甲
子
園
口
地
区
で
は
、
中
低

層
の
住
宅
地
と
し
て
の
住
環
境
の
保
全

を
図
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

結
成
し
、
建
築
物
の
高
さ
や
用
途
な
ど

を
制
限
し
た
地
区
計
画
案
を
行
政
に
提

案
し
、
都
市
計
画
決
定
に
至
っ
た
。
神

戸
・
阪
神
間
で
は
、
こ
の
よ
う
な
住
民

提
案
型
の
地
区
計
画
決
定
が
大
幅
に
増

加
し
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
住
民
主
体
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
が
不

可
欠

　

大
規
模
災
害
時
、
住
民
と
協
調
し
て

早
期
に
都
市
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
住
民
の
合

意
形
成
を
図
り
、
計
画
を
提
案
す
る
方

法
が
有
効
で
あ
っ
た
。

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
に
は
住
民
の
多
大
な

熱
意
と
努
力
を
要
す
る
が
、そ
の
成
果
は
、

そ
の
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
地
域
課
題
に
対

応
す
る
場
合
に
も
参
考
と
な
る
。

○
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み

が
必
要

　

神
戸
市
で
は
昭
和
56
年
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
提
案
を
実
際
の
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
で
き
る
「
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
、
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
援
し
て
き
た
。

　

尼
崎
市
で
も
、
震
災
前
か
ら
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
へ
の
活
動
助
成
制
度
に
よ

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
制
度
に
沿
っ
て
、
震
災
以

前
か
ら
住
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
て
い
た
地
区
で
は
、
住
民
自

身
が
地
域
の
特
性
を
理
解
し
て
お
り
、

専
門
家
の
助
言
等
を
得
て
、
再
建
の
方

向
付
け
も
速
か
っ
た
。
地
域
住
民
は
普

段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
み
、
ま
ち

の
将
来
展
望
を
共
有
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

　

一
方
、
自
治
体
も
、
住
民
と
協
調
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
継
続
に

期
待

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
は
継
続
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
震
災
直
後
だ
け
で
な

く
平
常
時
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に

も
、
自
治
体
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動

へ
の
助
成
や
専
門
家
の
派
遣
、
施
策
立

案
に
あ
た
っ
て
協
議
会
か
ら
の
提
案
へ

の
配
慮
、
協
議
会
と
の
間
で
ま
ち
づ
く

り
協
定
の
締
結
な
ど
、
住
民
と
行
政
と

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

被
災
地
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
役
割
を
終
え
、
解
散
し
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
防
犯
や
福
祉
、
景

観
な
ど
、
ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ

の
対
処
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
普

段
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
継
続

し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

普段からの取り組みが、まちの復興を円滑に進める
　震災後、建物の倒壊や焼失など被害が大きかった地区では、無秩序な建築を規制し、都市計画
に基づく市街地整備を実施した。自治体は、住民と協調して復興を進めるため、整備が必要な地
域を中心に、まちづくり協議会の設立や活動を支援。住民は協議会を活用し、専門家のアドバイ
スを得ながらまちづくりを進めた。震災以前から、まちづくりへの住民の参加が活発だった地区
は再建の方向付けも速かった。住民は、普段から地域の将来展望を共有し、コミュニティを育む
まちづくりに取り組む必要がある。

（６）住民が主体となり、地域の特性を生かしたまちづくり

まちづくり協議会76
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住民が主体となったまちづくりのイメージ

まちづくり協議会
（住民）

アドバイス 支援

まちづくり活動
連携

専門家 行 政

協働

ま ち づ く り の 実 現

ルールづくり

ものづくり

ひとづくり

●まちづくり協定や地区計画、建築協定
   などの決まり事を考える。

●道路整備や再開発、区画整理などの
　事業を行う。

●まちづくりに対して興味をもち、地域の
   課題の解決策を皆で考えていけるよう、
   人材を育てる。

連
携

連
携

協働

■住民が主体となったまちづくりのイメージ

まちづくり協議会とは
　住民をはじめ地域にかかわりのあるさまざまな人々が参画し、地域をより安全
で魅力あるものとするため、論議を行い、その経過を関係者で共有し、まちづくり
の提案や実践を行う。
（活動内容）まちづくり計画や事業内容の協議、合意形成。

まちの課題の共有や解決のための実践活動。
一般住民への広報や学習会。

（組織形態）地域特性に合った組織づくりが、活動を継続する上で重要となる。
形態は、地域の状況によってさまざま。
①既存組織そのものがその機能を果たす　
②既存組織の一つの部会
③自治会などの既存の地縁組織から独立して設立

■まちづくり協議会の活動例
■神戸市　野田北部まちづくり協議会（平成５年設立）
　（当初）　�　駅前の違法駐車・駐輪、高齢化問題などを課題として、地域の活性化のための活動を行っていた。

　（震災後）　①被災者の救援活動　②復興まちづくりの方向付け　③住宅の再建などを
　　　　　全国からのボランティアや学識者、まちづくりコンサルタント等の協力を得て実施。
　　　　　�　震災前からの取り組みの成果もあって、区画整理や住宅の共同化・協調化、任意の住宅の再建など、まち

の震災復興は、比較的早く進んだ。

■震災復興区画整理事業により整備した「海運双子池公園」

❖計画づくりのためのワークショップ ❖整備された公園
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
専
門
家
が
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
た

　

ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
は
、
住
民
と

行
政
の
仲
介
役
と
し
て
、
地
域
の
合
意

形
成
や
ま
ち
の
将
来
像
の
と
り
ま
と
め

な
ど
を
支
援
し
た
。

　

特
に
、
被
災
市
街
地
の
８
割
以
上
を

占
め
た
白
地
地
域
※１
で
の
住
宅
の
共
同

化
・
協
調
化
※２
や
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
の

再
建
に
当
た
り
、
事
情
の
異
な
る
住
民

間
の
権
利
調
整
や
再
建
計
画
づ
く
り
な

ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

○
専
門
家
派
遣
で
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
支
援

　

兵
庫
県
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
援
し
、
被
災
地
全
体
の
早
期
復
興
を

実
現
す
る
た
め
、「
ひ
ょ
う
ご
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
復
興
基

金
の
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

で
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
を
派
遣
し
た
。
民

間
で
も
、
阪
神
・
淡
路
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

フ
ァ
ン
ド
（
Ｈは

る
Ａ
Ｒ
基
金
）
が
「
復
興

ま
ち
づ
く
り
助
成
」な
ど
で
支
援
し
た
。

○
専
門
家
同
士
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
発
足

　

被
災
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

専
門
家
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
も

多
数
立
ち
上
が
っ
た
。
平
成
８
年
９
月

に
は
、
専
門
家
団
体
を
横
断
的
に
つ
な

ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
、
阪
神
・
淡
路

ま
ち
づ
く
り
支
援
機
構
が
発
足
し
た
。

※１　

土
地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地
再
開

発
事
業
な
ど
の
都
市
計
画
事
業
、
住
宅

市
街
地
総
合
整
備
事
業
や
密
集
住
宅
市

街
地
整
備
促
進
事
業
な
ど
の
面
的
整
備

事
業
以
外
の
地
域
の
こ
と
。

※２　

共
同
化
は
、
複
数
の
宅
地
（
敷
地
）

を
一
つ
に
ま
と
め
て
１
棟
の
集
合
住
宅

を
建
設
す
る
こ
と
。
協
調
化
は
、
宅
地

が
隣
接
す
る
者
同
士
が
話
し
合
い
、
建

物
の
高
さ
や
正
面
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を

合
わ
せ
る
こ
と
。

学
ん
だ
こ
と

○
ま
ち
の
復
興
に
は
専
門
家
が
大
き
な

役
割

　

ま
ち
の
復
興
に
は
、
土
地
や
建
物
に

関
す
る
多
く
の
専
門
知
識
が
求
め
ら

れ
、
専
門
家
の
参
画
が
不
可
欠
で
あ

る
。
特
に
地
域
の
実
情
に
精
通
し
、
関

係
者
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
建
築

士
、
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
弁
護

士
な
ど
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

○
専
門
家
の
参
画
に
は
行
政
や
民
間
団

体
の
支
援
が
必
要

　

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
専
門

家
が
住
民
主
体
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

た
め
に
は
、
専
門
家
と
住
民
団
体
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
や
専
門
家
派
遣
、
活
動
資

金
の
助
成
な
ど
、
行
政
や
民
間
団
体
に

よ
る
支
援
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
専
門
家
派
遣
制
度
が
定
着

　

兵
庫
県
で
は
、震
災
で
実
施
し
た「
復

興
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
が
、
被
災

地
以
外
の
自
律
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
支

援
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
と

し
て
発
展
す
る
な
ど
、
専
門
家
派
遣
制

度
が
定
着
し
て
い
る
。

○
震
災
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
を

　

専
門
家
に
は
、
災
害
直
後
に
住
民
主

体
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
派
遣
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
技
能
の
習
熟
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
回

の
震
災
復
興
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
に
根
付
い
た
若
手
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
育
成
も
大
切
で
あ
る
。

○
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
進
む

　

阪
神
・
淡
路
ま
ち
づ
く
り
支
援
機
構

な
ど
、
震
災
復
興
の
専
門
家
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
現
在
も
継
続
さ
れ
て
お
り
、

東
京
や
静
岡
、
新
潟
な
ど
で
も
同
様
の

取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

ら
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
え
、
関
連
す
る
分
野
の
弁

護
士
や
税
理
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
不
動
産
鑑
定
士
な
ど
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
構
築
し
、
災
害
直
後

か
ら
相
談
・
助
言
な
ど
の
対
応
が
速
や

か
に
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

専門家の支援が、より良いまちをつくる
　復興まちづくりに取り組む住民を支援するため、「ひょうごまちづくりセンター」を設
置し、復興基金の「復興まちづくり支援事業」により、さまざまな分野の専門家の活動
を支えた。専門家は住民と行政の間に立って、まちの将来像づくりや地域の意見を取り
まとめる手助けなど重要な役割を担った。専門家と住民を結びつける専門家派遣制度を
確立し、今後、大規模災害が発生したときには、初期段階から多くの専門家が参画でき
るよう、専門家のネットワークの構築が求められている。

（６）住民が主体となり、地域の特性を生かしたまちづくり

専門家によるまちづくり支援77
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助
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度
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民
協
働

■復興まちづくり支援事業（復興基金）
　復興のまちづくりに取り組む住民からの求めに対応し、ひょうご
まちづくりセンターが専門家を派遣するなど、被災地における住民
主体の復興まちづくりを支援。

ひょうごまちづくりセンターによる支援
○専門家登録　
　都市計画の専門家、土地区画整理士、一級建築士、再開発
プランナーなどの専門家を登録
○まちづくりアドバイザー派遣
　住民団体の勉強会等に専門家を派遣。合意形成等を支援
○まちづくりコンサルタント派遣
　住民団体に専門家を派遣。まちづくり計画策定等を支援
○まちづくり活動助成
　まちづくり活動を行う住民団体等に活動費を助成

●有志の集まり～組織づくり
●地域のまちづくりの検討

●まちの課題や将来像をさぐる
●まちづくり協議会の設立準備

●まちづくり構想の作成
●実現手法の研究

まちづくり構想等にそって、
具体的にものづくりを行い、
建物や施設などを整備する

まちづくり構想や、その内容
に基づいてルールをつくるこ
とによって、ゆるやかにまち
の将来イメージを実現する

〔例〕　

〔例〕　

ものづくり

ルールづくり

ま
ち
づ
く
り
の
発
意

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
等
の
結
成

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
結
成

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
提
案

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
実
現

構
想
実
現
の
た
め
の
活
動

アドバイザー派遣 コンサルタント派遣

まちづくり活動助成

まちづくりの初動期を支援

○再開発、区画整理や建
物の共同・協調整備

○道路・公園・広場などの
公共施設等の整備等

○住民協定
○景観協定
○地区計画
○緑化計画
○建築協定　等

■復興まちづくり助成（ＨＡＲ基金）

　行政や企業から独立した民間非営利の基金。
　被災地のうち原則白地地域を対象に、住民
組織や専門家が連携して取り組む復興まちづ
くりを支援。
○住民組織や活動を支援
○�専門家が相談に応ずる「復興まちづくりハ
ウス（専門家の復興事務所）」の設立･運営の
支援
○復興まちづくりのための研修活動の支援

阪神・淡路ルネッサンスファンド
� （ＨＡＲ基金）とは

　区画整理や再開発事業以外の地域
に専門家の支援が必要と、コンサルタ
ントらが発案。平成７年９月開設。事
務局は日本青年会議所が設立した「ま
ちづくり市民財団」。広く市民から寄
付を募集し、まちづくりに取り組む団
体や復興のまちづくりを支援する団
体など53団体95件の活動に総額
4,730万円の助成を行った。（平成11
年９月迄。応募件数は163件）

■阪神・淡路大震災での「まちづくり専門家」の支援ネットワーク

　主にまちづくりプランナー、都市計画・建築関係の専門家がまちづくりを総合
的支援
○阪神大震災復興市民まちづくり支援ネットワーク
○神戸復興塾
○阪神白地まちづくり支援ネットワーク
○阪神・淡路まちづくり支援機構　　　　　　　　など

　建物の共同化や緑化、住宅などまちづくりの基本となる専門領域の支援
○共同再建支援チーム
○阪神グリーンネット
○コレクティブハウジング事業推進応援団　　　　
○関西建築家ボランティア　　　　　　　　　　など

　弁護士、司法書士、税理士、土地家屋調査士、建築士の専門家団体が組織
的に横断的ＮＰＯを設立し、一体となって被災地のまちづくりを支援。
（参加団体）　�弁護士会、税理士会、司法書士会、土地家屋調査士会、不動産

鑑定士会、建築士会

総合支援ネットワーク

専門支援ネットワーク

■住民主体のまちづくりと復興まちづくり支援事業の流れ
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
震
災
前
と
は
異
な
る
景
観
の
ま
ち
な

み
を
形
成

　

周
囲
の
景
観
に
配
慮
せ
ず
再
建
さ
れ

た
建
物
は
、
こ
れ
ま
で
人
々
が
慣
れ
親

し
ん
で
き
た
生
活
風
景
を
喪
失
さ
せ

た
。
ま
た
、
再
建
に
使
わ
れ
た
新
し
い

住
宅
建
材
が
、
全
国
に
似
通
っ
た
ま
ち

な
み
を
創
出
す
る
要
因
と
も
な
り
、
震

災
前
の
景
観
と
は
異
な
る
ま
ち
な
み
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
雑
然
と
し
た
景
観
が
生
ま
れ
た

　

復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
計
画

策
定
に
お
い
て
、
総
じ
て
景
観
の
観
点

は
最
重
要
の
課
題
で
は
な
か
っ
た
。
大

規
模
店
舗
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
数

建
設
さ
れ
た
り
、
在
来
工
法
に
よ
る
住

宅
が
減
少
す
る
な
ど
に
よ
り
、
地
域
に

雑
然
と
し
た
景
観
が
生
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
歴
史
的
文
化
に
基
づ

い
た
魅
力
あ
る
景
観
や
、
地
域
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
た
風
景
が
、
人
々
の

心
を
つ
な
ぐ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
き
ず

な
」
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
住
民
の
主
体
的
な
景
観
の
基
準
づ
く

り
が
重
要

　

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
ま
ち
な
み
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
外
壁
や
屋
根
の
色
な
ど

で
景
観
に
関
す
る
基
準
を
住
民
の
参
画
に

よ
っ
て
策
定
し
、
そ
れ
を
皆
が
守
る
こ
と

で
、
快
適
で
美
し
い
ま
ち
な
み
を
形
成
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
被
災
後
の
混
乱
時
に
ま
ち

な
み
の
景
観
保
全
ま
で
合
意
を
図
る
の

は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
平
常
時
か
ら
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
基
準
づ
く
り

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

○
ま
ち
な
み
の
景
観
が
地
域
へ
の
愛
着

や
誇
り
を
育
む

　

ま
ち
の
復
興
に
お
い
て
は
、
ま
わ
り

く
ど
い
よ
う
に
も
見
え
る
景
観
づ
く
り

が
、
地
域
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む
上
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
た
だ
単
に
住

宅
や
ビ
ル
な
ど
を
再
建
す
る
の
で
は
な

く
、
人
々
が
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
日
常

風
景
を
維
持
し
た
り
、
住
民
同
士
で
合

意
し
た
新
し
い
景
観
に
も
配
慮
し
て
再

建
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
参
画
と
協
働
に
よ
る
景
観
づ
く
り
が

進
む

　

震
災
後
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど

が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
景
観
の
向

上
を
目
指
し
た
協
定
を
締
結
し
た
り
、

建
築
物
の
高
さ
や
用
途
の
制
限
な
ど
で

景
観
に
配
慮
し
た
地
区
計
画
を
策
定
す

る
な
ど
、
ま
ち
な
み
の
景
観
保
全
に
向

け
た
動
き
が
出
て
き
た
。

　

兵
庫
県
で
は
、
平
成
16
年
に
景
観
条

例
を
改
正
。
住
民
主
体
の
景
観
づ
く
り

の
た
め
の
協
議
会
の
設
置
や
行
政
と
県

民
と
の
連
携
を
図
る
景
観
形
成
等
推
進

員
（
景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
）
登
録
制
度
の

創
設
な
ど
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ

る
景
観
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
を
拡
充

し
て
い
る
。

○
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
展

　

新
潟
県
の
中
越
・
中
越
沖
地
震
や
石

川
県
の
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
で

は
、
中
山
間
地
に
ふ
さ
わ
し
い
木
造
の

災
害
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
や
、
ま
ち

な
み
景
観
に
配
慮
し
た
商
店
街
の
再
建

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

兵
庫
県
の
景
観
条
例
も
震
災
後
景
観

形
成
地
区
制
度
を
拡
充
。
歴
史
的
・
文

化
的
な
ま
ち
な
み
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

か
ら
形
成
さ
れ
る
ま
ち
な
み
に
お
い
て

も
、
景
観
形
成
基
準
が
策
定
で
き
る
よ

う
制
度
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

美しいまちなみをつくることが、愛着や誇りを
持てる地域の再生につながる
　震災では、45万世帯・25万棟を超える住宅が全半壊の被害を受け、慣れ親しんできた
まちなみは、大きく変わってしまった。これにより、被災者は生活の場を失っただけでは
なく、精神的にも大きな喪失感に包まれた。被災地の復興においては、景観に配慮した住
宅の再建やまちづくりに取り組むことができるよう、平常時から住民同士の合意形成をし
ておくことで、住民が愛着や誇りを持てる地域に再生していくことが期待される。

（６）住民が主体となり、地域の特性を生かしたまちづくり

まちなみの景観保全78
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景観形成に向けた兵庫の取り組み

優れた景観を創造また
は保全する必要がある
地域を指定。

地区の目指すべき
景観に応じた基準
を定める。

地区内では、建築物等の新築・
増改築、広告物等の表示、屋外
自動販売機の設置などの行為に
ついて届出により、地区の景観
の形成を図る。

景
観
形
成
地
区

①　歴史的景観形成地区
　　伝統的な建造物又は集落が周辺の環境と一体をなしている区域

②　住宅街等景観形成地区
　　良好な環境を有する住宅街等の区域又は新都市の建設、都市の再開発等によ
　　
　　り新たに住宅街等が整備される区域

③　まちなか景観形成地区
　　駅前、官公庁施設の周辺で、その地域の中心としての役割を果たしている
　　
　　市街地の区域

④　沿道景観形成地区
　　国道、県道等の沿道の区域

■景観形成に向けた兵庫の取り組み

■景観形成重要建造物等指定制度の創設
　�　地域の景観上重要な建造物や樹木を指定する制度を
創設し、広く県民に周知するとともに、その優れた景観
が損なわれないよう支援。（平成17年４月）

■栄光教会【神戸市中央区】
　震災で全壊した後、耐
震化やエレベーター設置
などを行い、当時の姿を
復元して再建。震災復興
のシンボルとして親しま
れている。景観形成重要
建造物として指定。

■旧居留地都市景観形成地域（神戸市）
　�　旧居留地は、伝統的な都市業務景観を形成する歴史
的景観形成地区に指定。地元企業からなる旧居留地連
絡協議会が、景観形成市民団体の認定を受け、まちづく
りガイドラインの作成など良好な景観の維持・形成に
取り組んでいる。

■都市ウォーターフロントの都市景観形成地域（神戸市）
　神戸らしい景観を形づくる地域や都市景観の形成のためにＨＡＴ神戸
やポートアイランド西など６地域を指定し、計画的な整備を進めている。
■ＨＡＴ神戸【神戸市中央区】
　神戸の経済・文化・生活・福祉を先導する東部新都心として震災後に整
備。海辺のまちとして、常に海の存在が感じられる都市景観を形成。

■居留地13番・
　神戸市立博物館
　【神戸市中央区】

□
禅
の
里
交
流
館

�【
輪
島
市
門
前
町
總
持
寺
周
辺
地
区
】

　

街
並
み
環
境
整
備
事
業
を
活

用
し
、商
店
街
と
總
持
寺
が
一
体

で
地
震
災
害
前
よ
り
も
徹
底
し

て
ま
ち
な
み
景
観
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

�

【
石
川
で
の
取
り
組
み
】
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
文
化
財
の
修
復
・
保
存
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
た

　

兵
庫
県
内
で
は
、
国
・
県
・
市
町
指

定
文
化
財
１
４
３
件
（
う
ち
７
割
が
建

造
物
）
が
被
災
し
、
被
害
総
額
は
１
０

０
億
円
近
く
に
も
な
っ
た
。
ま
た
未
指

定
の
文
化
財
建
造
物
で
は
、
調
査
し
た

１
０
３
９
件
の
う
ち
77
％
が
被
害
を
受

け
て
い
た
。

　

被
災
直
後
か
ら
、
指
定
の
有
無
を
問

わ
ず
、
地
域
の
財
産
で
あ
り
人
々
の
心

を
結
び
付
け
て
き
た
文
化
財
の
修
復
や

保
存
を
要
望
す
る
声
が
学
識
者
や
住
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

○
未
指
定
の
文
化
財
建
造
物
の
保
護
が
不
十
分

　

風
見
鶏
の
館
な
ど
重
要
文
化
財
な
ど

に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
建
造
物
は
、
国

庫
補
助
な
ど
の
復
旧
工
事
に
関
す
る
制

度
的
保
障
が
あ
り
、
再
建
が
進
ん
だ
。

し
か
し
、
未
指
定
建
造
物
は
、
再
建
す

べ
き
対
象
の
把
握
さ
え
困
難
で
あ
っ
た
。

　

震
災
の
半
年
後
に
創
設
さ
れ
た
復
興

基
金
の
歴
史
的
建
造
物
等
修
理
費
補
助

で
再
建
さ
れ
た
未
指
定
建
造
物
も
あ
っ

た
が
、
制
度
の
創
設
ま
で
に
取
り
壊
さ

れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

○
耐
震
性
の
な
い
文
化
財
建
造
物
が
被

害
を
受
け
た

　

震
災
前
の
文
化
財
建
造
物
は
、
構
造

物
と
し
て
の
安
全
性
よ
り
も
、
文
化
的

な
価
値
が
重
視
さ
れ
、
耐
震
工
事
が
進

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
耐
震
性
を

備
え
な
い
建
造
物
は
全
半
壊
な
ど
の
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
地
域
の
景
観
保
護
と
連
動
し
た
継
承
が
重
要

　

地
域
の
文
化
財
の
消
失
に
よ
り
、
慣

れ
親
し
ん
だ
風
景
や
ま
ち
の
雰
囲
気
が

大
き
く
変
化
し
、
被
災
者
に
喪
失
感
や

違
和
感
を
与
え
た
。
地
域
の
景
観
保
護

と
も
連
動
し
た
総
合
的
な
文
化
財
の
継

承
が
重
要
で
あ
る
。

○
地
域
の
文
化
財
を
幅
広
く
保
護
す
る

仕
組
み
が
必
要

　

地
域
の
身
近
な
文
化
財
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
保
護
す
べ
き
文
化
財
を

国
や
県
、
市
町
が
指
定
す
る
と
い
う
制

度
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
緩
や
か
な
規

制
の
下
で
守
っ
て
い
く
新
し
い
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
所
有
者
や
住
民
が
、
自
主
的

に
文
化
財
の
保
護
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

○
建
造
物
の
特
性
に
応
じ
た
耐
震
補
強
が
重
要

　

文
化
財
建
造
物
の
歴
史
的
・
文
化
的

価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
建
造
物

の
特
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
事
前
に
耐

震
補
強
な
ど
の
対
策
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
地
域
の
身
近
な
文
化
財
を
保
存
、
活

用
す
る
制
度
の
創
設

　

平
成
８
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正

に
よ
り
、
地
域
の
身
近
な
文
化
財
を
保

護
す
る
登
録
制
度
が
創
設
さ
れ
、
地
域

で
残
し
た
い
文
化
的
価
値
の
あ
る
建
造

物
な
ど
を
登
録
し
、
有
効
に
活
用
し
な

が
ら
守
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

兵
庫
県
で
は
、
景
観
に
関
す
る
施
策

と
も
連
携
し
、
指
定
文
化
財
以
外
の
地

域
の
文
化
財
を
景
観
条
例
の
景
観
形
成

重
要
建
造
物
と
し
て
指
定
す
る
制
度
を

17
年
に
創
設
。
翌
18
年
に
制
度
化
し
た

文
化
財
登
録
制
度
と
あ
い
ま
っ
て
、
文

化
財
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。

○
文
化
財
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
期
待

　

地
域
の
文
化
財
を
再
発
見
し
、
そ
の

価
値
を
広
く
周
知
し
て
活
用
を
提
言
す

る
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
歴
史

文
化
遺
産
活
用
推
進
員
）
の
育
成
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
材
が
中

心
と
な
っ
て
、
地
域
の
身
近
な
文
化
財

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

○
文
化
財
の
被
害
軽
減
へ
の
取
り
組
み
が
進
展

　

震
災
後
、
国
は
、
全
国
規
模
で
文
化

財
建
造
物
の
耐
震
性
能
実
験
や
耐
震
補

強
を
数
多
く
実
施
し
、
平
成
13
年
に
は

耐
震
診
断
指
針
を
と
り
ま
と
め
た
。
現

在
、
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
耐
震
診
断

や
修
理
計
画
の
策
定
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

文化財を守ることが、人々の心の結び付きにつ
ながる
　震災により、兵庫県内では、国・県・市町指定文化財１４３件のほか、地域
で身近に存在する未指定の文化財も甚大な被害を受け、学識者や住民はこれら
の修復や保存を要望した。地域のアイデンティティを示す文化財は、被災地域
の心の結び付きを維持し、再生する役割もあり、総合的な保存、活用が求めら
れている。

（６）住民が主体となり、地域の特性を生かしたまちづくり

被災文化財の保存・活用79
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Ⅲ
創
る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

緊急対応

復　   旧

制度対応

平常時の
展開

行政の対応

国・県・市町
学芸員等派遣

文化財・景観部門
の連携

震災での被害を踏まえ地
域に存在する身近な文化
財の保存を要望

阪神・淡路大震災被災文化財等救援
委員会による「文化財レスキュー」

歴史的建造物等助成事業など文化財の復旧

産官学民の協働

全国から研究者・ボラン
ティア・企業が協働・
募金・資料提供など民
間参加
復興基金
モーターボート収益金
文化財保護振興財団募金

○概念の整理・・・・・・・文化財登録制度の創設(文化財保護法、文化財保護条例)
○防災計画の整理・・防災基本計画、文化庁防災業務計画、兵庫県地域防災計画

○産官学民連携による総合的な文化財保護のための歴史文化遺産活用構想の提言
　・人材の育成　　　　　地域リーダーとなるヘリテージマネージャーの育成
　・ネットワークの形成　    ヘリテージマネージャー等による活動団体の組織化
　・連携向上　　　　　　調査手法の共同開発、情報の共有化　等
○景観形成やまちづくりの手法を活用して歴史的なまちなみを保全・活用
　・歴史的景観形成地区、景観形成重要建造物等文化財を核に景観保全(景観条例)

■地域の身近な文化財保護の取り組み

■風見鶏の館（旧トーマス住宅）【神戸市中央区】
　塔屋などに被害。レンガをステンレス線で結ぶな
ど耐震対策も実施。

■旧居留地15番館【神戸市中央区】
　震災前に唯一現存していた旧居留地の建物。震災
で全壊したが、免震構造を施し、当時の姿に復元。

■移情閣（孫文記念館）【神戸市垂水区】
　明石海峡大橋架橋工事に伴う解体中に被災。５年
後、創建当時の姿に再現されて移築。

■明石城【明石市】
　巽（たつみ）櫓と坤（ひつじさる）櫓の修理に当た
り、基礎の石垣復旧工事を行うため、伝統的工法（曳
屋（ひきや）工法）により一時仮置きするなど、慎重
な修復により優美な姿を取り戻した。

■被災した文化財の復元
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M
essage

復
興
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

６
住
民
が
主
体
と
な
り
、地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

復
興
か
ら
学
ん
だ
合
意
形
成
や
助
け
合
い
の
機
会
は
、
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
に
意
義
付
け
と
自
信
を
も
た
ら
し
、
地
域
の
福
祉
活
動
、
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
、
景
観
づ
く
り
な
ど
に
力
を
与
え
た
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
に
困
難
を

伴
っ
た

　

復
旧
・
復
興
段
階
に
は
、
区
画
整
理

な
ど
の
都
市
計
画
事
業
や
、
そ
れ
以
外

の
住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
が
数
多
く

動
き
出
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
個
人
の

価
値
観
の
相
違
が
前
面
に
現
れ
て
、
例

え
ば
、
子
ど
も
が
土
地
・
家
を
相
続
す

る
場
合
や
売
却
し
た
い
場
合
、
或
い
は

土
地
の
高
度
利
用
を
図
っ
て
資
産
活
用

し
た
い
人
と
従
来
と
同
じ
よ
う
に
顔
な

じ
み
の
人
同
士
が
暮
ら
し
て
い
る
環
境

を
守
り
た
い
人
が
対
立
す
る
場
合
な

ど
、
利
害
が
衝
突
す
る
土
地
利
用
や
都

市
計
画
事
業
も
見
ら
れ
た
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
で
地
域
力
が

向
上

　

こ
う
し
た
中
、
ま
ち
が
大
き
く
変
容

し
て
い
く
こ
と
に
問
題
を
感
じ
る
地
域

住
民
等
が
、
市
や
専
門
家
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
な

ど
の
行
動
に
出
て
、
ま
ち
の
将
来
あ
る

べ
き
姿
を
話
し
合
い
、
地
区
計
画
や
協

定
な
ど
地
域
独
自
の
ル
ー
ル
化
を
果
た

す
事
例
も
出
て
き
た
。

　

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
再
建
、
住
宅
の

共
同
化
な
ど
平
常
時
で
は
困
難
と
さ
れ

る
ケ
ー
ス
へ
の
対
処
事
例
や
合
意
形
成

な
ど
の
新
た
な
解
決
手
法
が
生
ま
れ
た

こ
と
で
、
住
民
主
体
の
取
り
組
み
に
意

義
付
け
と
自
信
を
与
え
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
多
く
の
専
門
家
に

も
ノ
ウ
ハ
ウ
の
学
び
と
自
信
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

二
段
階
の
都
市
計
画
決
定
で
住

民
が
ま
ち
づ
く
り
を
実
感

　

こ
の
よ
う
な
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
の
最
た
る
例
と
し
て
、
行
政
主
導
の

都
市
計
画
に
対
す
る
住
民
の
動
き
が
あ

る
。
震
災
後
の
混
乱
の
中
で
行
っ
た
建

築
制
限
と
都
市
計
画
決
定
は
、
住
宅
再

建
を
進
め
る
上
で
、
や
む
を
得
な
い
措

置
で
あ
っ
た
が
、
道
路
・
公
園
等
の
詳

細
な
決
定
は
住
民
と
の
協
議
を
踏
ま
え

る
と
は
い
う
も
の
の
、
住
民
か
ら
す
れ

ば
突
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
発
足
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
に
、
大
学
や
専
門
家
が
入
っ
て
、
住

民
の
希
望
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ン
を
つ
く
り
、
よ
う
や
く
都
市
計
画

と
し
て
動
き
出
し
た
と
い
う
過
程
を
通

じ
て
、
住
民
は
ま
ち
づ
く
り
を
実
感
で

き
た
。
い
わ
ば
フ
レ
ー
ム
と
詳
細
に
分

け
た
二
段
階
の
都
市
計
画
決
定
が
、
公

民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
力
が
生

ま
れ
た

　

こ
う
し
た
都
市
計
画
事
業
へ
の
対
応

や
住
宅
共
同
化
の
取
り
組
み
の
な
か
か

ら
、
組
織
面
と
計
画
面
の
両
面
に
お
い

て
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き

な
力
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

　

組
織
面
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
住
民
自
治
あ

る
い
は
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ス

テ
ム
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
専
門

家
支
援
の
仕
組
み
も
定
着
し
た
。
さ
ら

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
主

体
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
か
か
わ

る
状
況
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　

計
画
面
で
は
、
環
境
や
福
祉
、
歴
史

的
建
造
物
の
保
存
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
も
総
合
的
に
捉
え
る
視
点
を
も
っ
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Ⅲ
創
る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

た
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
が
提
案
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
せ
せ
ら
ぎ
水
路
づ
く

り
な
ど
そ
れ
に
基
づ
く
事
業
も
実
績
を

上
げ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
共

有
に
お
い
て
は
、
住
民
同
士
の
勉
強

会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
手
法
が

活
用
さ
れ
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

一
方
で
、
住
民
主
体
で
な
く
、
民
間

事
業
者
主
導
で
共
同
住
宅
な
ど
が
供
給

さ
れ
た
地
域
で
は
、
結
果
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
、
学
校
や
幼
稚
園
な

ど
の
生
活
基
盤
の
不
足
が
生
じ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
と
い
っ
た
今
回
の
経
験
か
ら
得
た

教
訓
を
、
今
後
の
計
画
的
な
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
課
題
へ
の
総
合
的
対
応
が

進
展

　

ま
た
、
こ
の
計
画
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
地
域
に
密
着
し
て
み
ん
な
で
考
え

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
課
題
の
総
合
化

が
積
極
的
に
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
地
域
の
課
題
解
決
と
い
う

視
点
か
ら
、
自
然
と
の
環
境
共
生
、
ま

ち
な
み
景
観
の
形
成
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
、
災

害
に
強
い
基
盤
整
備
な
ど
の
取
り
組
み

が
、
従
来
の
縦
割
り
行
政
の
限
界
を
超

え
て
総
合
的
あ
る
い
は
包
括
的
に
進
ん

で
い
る
も
の
も
出
て
き
て
い
る
。「
提

案
型
事
業
支
援
」「
包
括
的
事
業
支
援
」

な
ど
、
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
制
度

面
か
ら
支
援
す
る
仕
組
み
も
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
。

能
登
・
中
越
で
の
地
域
性
に
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り

　

能
登
半
島
地
震
や
新
潟
県
中
越
地
震

な
ど
で
は
、
被
災
後
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の

建
築
が
進
み
、
残
す
べ
き
資
源
や
景
観

の
検
討
が
地
域
住
民
等
と
十
分
調
整
さ

れ
な
い
ま
ま
道
路
拡
幅
が
最
優
先
で
進

め
ら
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
と
同
様
に
、
貴
重
な
地
域
景
観

の
喪
失
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
県
産
材
を
用
い

て
地
域
性
を
表
現
し
た
モ
デ
ル
住
宅
の

建
設
・
展
示
や
、
住
民
が
率
先
し
て
震
災
前

よ
り
も
徹
底
し
た
ま
ち
な
み
景
観
を
創

出
し
た
地
域
、
左
官
・
大
工
な
ど
の
専

門
家
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
て
土

蔵
修
復
活
動
を
行
い
回
遊
性
の
あ
る
ま

ち
を
創
出
し
た
事
例
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
、
地
域
の
歴
史
と
文
化
に

配
慮
し
、
地
域
価
値
を
高
め
る
た
め
に

何
が
必
要
か
を
話
し
合
い
、
公
民
連
携

で
方
針
を
共
有
し
た
被
災
地
の
復
興
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
ら
れ
た
。

❖神戸市松本地区のせせらぎ ❖被災した多くの文化財も復旧
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
実
戦
的
な
人
材
が
不
足
し
て
い
た

　

震
災
の
時
に
は
、
大
規
模
災
害
の
経

験
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
と
に

加
え
、
防
災
訓
練
が
定
型
化
・
形
式
化

し
て
い
た
ほ
か
、
大
規
模
災
害
を
想
定

し
た
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
く
、
自
治

体
職
員
に
も
役
割
意
識
が
乏
し
い
な

ど
、
被
災
直
後
か
ら
的
確
に
状
況
を
判

断
し
、
災
害
対
応
の
で
き
る
専
門
知
識

を
持
っ
た
実
戦
的
な
人
材
が
不
足
し
て

い
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
災
害
時
に
的
確
に
対
応
で
き
る
人
材

の
育
成
が
必
要

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
状
況

に
応
じ
て
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る

職
員
が
必
要
と
な
る
。
平
常
時
か
ら
、
過

去
の
事
例
を
学
習
し
た
り
、
訓
練
を
積
む

こ
と
に
よ
り
、
人
材
を
育
成
し
、
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
平
常
時
か
ら
の
防
災
意
識
の
高
揚
が

重
要

　

突
発
的
な
大
規
模
災
害
に
的
確
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
抜
き
打
ち
訓

練
な
ど
の
実
戦
的
な
防
災
訓
練
を
定
期

的
に
行
う
な
ど
、
平
常
時
か
ら
防
災
を

意
識
し
、
緊
張
感
を
持
っ
て
業
務
に
当

た
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
新
し
い
人
材
育
成
の
取
り
組
み

　

兵
庫
県
で
は
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
を
平
成
14
年
に
設
置
。
若
手
防
災

専
門
家
を
育
て
る
と
と
も
に
、
自
治
体

の
首
長
や
防
災
・
危
機
管
理
担
当
職
員

へ
の
災
害
対
策
専
門
研
修
な
ど
に
よ

り
、
実
戦
的
な
人
材
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

16
年
に
設
置
し
た
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
な
ど
の
分
野
で
活
動
す
る
者
を
対

象
に
し
た
専
門
的
な
研
修
を
行
い
、
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
に
関
す
る
専
門
的
な
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
再
開
や
避
難
所
運
営
支

援
な
ど
を
行
う「
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー

ム
（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）」
を
12
年
に
結
成

し
、
防
災
の
専
門
的
知
識
と
実
践
的
対

応
に
つ
い
て
研
修
を
積
ん
だ
教
職
員
を

養
成
し
て
い
る
。

○
国
に
よ
る
人
材
育
成
体
制
が
進
展

　

平
成
15
年
に
中
央
防
災
会
議
「
防
災

に
関
す
る
人
材
の
育
成
・
活
用
専
門
調

査
会
」
が
報
告
書
を
発
表
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
内
閣
府
が
国
家
公
務
員
防
災

担
当
職
員
合
同
研
修
を
、
消
防
大
学
校

で
は
地
方
公
共
団
体
の
首
長
な
ど
を
対

象
と
し
た
危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
て
い
る
。

　

ま
た
、消
防
庁
が
運
営
す
る
「
防
災
・

危
機
管
理
ｅ―

カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
地
域

住
民
や
消
防
職
員
・
消
防
団
員
、
地
方

公
務
員
な
ど
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
防
災
や
危
機
管
理
に
関
す

る
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

○
地
域
防
災
を
担
う
人
材
の
育
成
も
進
む

　

民
間
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
防
災
士
機
構
が
、
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
減
災
や
地
域
の
防
災
力
向

上
に
取
り
組
む
防
災
士
制
度
を
創
設
。

全
国
で
約
２
万
７
０
０
０
人
を
認
証
し

て
い
る
（
平
成
20
年
12
月
現
在
）。

　

ま
た
、
兵
庫
県
で
も
、
防
災
に
関
す

る
知
識
・
技
術
を
学
ぶ
「
ひ
ょ
う
ご
防

災
リ
ー
ダ
ー
講
座
」
を
開
催
し
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
地
域
防
災
の
担
い
手
を

育
成
し
て
い
る
。

迅速・的確に行動できる防災専門人材
の育成で、災害対応能力の向上を
　災害による被害を軽減するためには、平常時から防災意
識の啓発に努めるとともに、災害発生時に専門知識を持っ
て的確に行動できる人材の育成が求められる。実戦的な防
災訓練等を通じ、災害時に対応できる人材の育成、確保が
不可欠である。

（７）災害時に対応できる人材の育成

防災専門人材の育成80
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Ⅲ
創
る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■災害時に対応できる人材育成（兵庫の取り組み）

●災害対策専門職員の育成（災害対策専門研修：人と防災未来センター）

　→知事、市町長及び政府･自治体･公共機関の防災・危機管理担当部局職員

●若手防災専門家の育成（人と防災未来センター）

　→�大学院修士・博士課程修了者を専任研究員（常勤）として３～５年任期で採用し、

上級研究員の研究指導等を通じ育成

●震災・学校支援チーム（ＥＡＲＴＨ）

　→防災の専門知識と実践的対応について研修を積んだ教職員チーム

　　（被災地の学校の教育復興、被災児童のこころのケアの支援などを実施）

●家屋被害認定士の養成（兵庫県制度）

　→講習会を通じて行政職員・民間人を認証

●被災建築物応急危険度判定士の養成

　→講習会を通じて建築士（行政職員・民間人）を対象に認証

防 

災 

専 

門 

職 

員 

等

コ 

ミ 

ュ 

ニ 

テ 

ィ

●ひょうご防災リーダーの養成

　→�自主防災組織のリーダー等地域防災の担い手が、防災に関する体系的・実戦的な�

知識・技術を学ぶ講座を県立広域防災センター等で開催

　　修了生は防災士の受験資格を取得

●ひょうご防災カレッジ

　→�防災関係機関職員、災害ボランティアをはじめ、県民を対象とした防災に関する

研修を地域で開催

●｢1.17は忘れない」地域防災訓練等の実施

　→�１月17日を含む「減災月間」を中心に、自主防災組織等の地域住民と小学校や中

学校が連携して防災訓練等を実施

●災害ボランティアコーディネーターの養成

　→被災地に入るボランティアを調整する人材を養成
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
身
近
な
人
の
死
な
ど
多
く
の
体
験
を
し
た

　

身
近
な
人
の
死
や
避
難
所
で
の
共
同

生
活
を
体
験
し
、
特
に
、
子
ど
も
達
は

命
の
尊
さ
や
助
け
合
い
の
大
切
さ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
性
な
ど
を
学

ん
だ
。
ま
た
、
被
災
直
後
に
は
、
家
族

の
助
け
合
い
な
ど
家
族
の
き
ず
な
の
大

切
さ
を
強
く
認
識
し
た
。
こ
の
よ
う
な

体
験
を
通
し
て
、
大
人
も
子
ど
も
も
、

い
か
に
生
き
る
道
を
切
り
開
き
、
困
難

を
乗
り
越
え
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

○
防
災
教
育
の
見
直
し
に
着
手
し
た

　

東
京
都
や
静
岡
県
な
ど
大
規
模
地
震

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
に
比
べ
、

兵
庫
県
が
行
っ
て
き
た
学
校
で
の
防
災

教
育
は
、
避
難
方
法
に
関
す
る
も
の
が

多
く
、
地
震
に
備
え
る
教
育
と
し
て
は

不
十
分
で
あ
っ
た
。

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
の

復
旧
を
急
ぐ
一
方
で
、
震
災
直
後
の
平

成
７
年
３
月
初
め
に
防
災
教
育
に
関
す

る
検
討
を
開
始
。
４
月
に
は
防
災
教
育

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
防
災
教
育
の

再
構
築
に
着
手
し
た
。

○
新
た
な
防
災
教
育
を
提
言

　

防
災
教
育
検
討
委
員
会
は
、「
新
た

な
防
災
教
育
」
を
震
災
の
教
訓
と
し
て

提
言
し
た
。
そ
こ
で
は
、
災
害
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
落

ち
着
い
た
行
動
を
教
え
る
だ
け
で
な

く
、
助
け
合
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

な
ど
の
共
生
の
心
を
育
み
、
人
間
と
し

て
の
あ
り
方
や
生
き
方
を
考
え
さ
せ
る

な
ど
、
人
間
教
育
と
し
て
の
観
点
も
取

り
入
れ
、
安
全
で
安
心
な
社
会
を
構
築

し
て
い
く
た
め
の
教
育
と
い
う
積
極
的

な
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
取
り
組
み
が
必
要

　

震
災
後
は
、
自
主
防
災
組
織
や
子
ど

も
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
ま
ち
の

危
険
箇
所
の
確
認
や
防
災
マ
ッ
プ
づ
く

り
な
ど
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
校
で
の
防

災
教
育
に
加
え
て
、
家
庭
で
災
害
に
つ

い
て
話
し
合
う
な
ど
、
大
人
も
含
め

て
、防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
「
防
災
学
習
」

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、“
た
く
ま

し
く
生
き
る
災
害
に
強
い
人
づ
く
り
”

が
必
要
で
あ
る
。

○
防
災
教
育
の
実
践
が
必
要

　

防
災
教
育
は
、
従
来
の
避
難
訓
練
等
安

全
教
育
の
充
実
に
加
え
て
、
災
害
か
ら
自

ら
の
命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
能
力
や
態

度
を
身
に
付
け
た
り
、
防
災
に
関
す
る
意

識
の
高
揚
、
助
け
合
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
な
ど
「
共
生
」
の
こ
こ
ろ
を
育
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
で
は
、
県
立
舞
子
高
等
学
校
に

防
災
教
育
を
体
系
的
・
専
門
的
に
学
び
、

実
践
す
る
能
力
を
養
う
環
境
防
災
科
を
平

成
14
年
４
月
に
設
置
し
た
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
地
域
に
お
け
る
防
災
学
習
の
さ
ら
な
る
展
開

　

防
災
に
関
す
る
意
識
の
高
ま
り
を
受

け
、
防
災
学
習
が
、
地
域
住
民
と
消
防
、

学
校
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
食
料
や
水
な
ど
を
備
蓄
し
た

り
、
災
害
時
の
避
難
場
所
や
連
絡
の
取

り
方
な
ど
を
家
族
同
士
で
話
し
合
う
な

ど
、
家
庭
で
の
学
習
の
積
み
重
ね
も
大

切
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、消
防
庁
で
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
一
般
の
人
か
ら
消
防
団
員
、

自
治
体
職
員
ま
で
学
べ
る
「
防
災
・
危

機
管
理
ｅ―

カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
設
し
、

防
災
・
危
機
管
理
に
関
す
る
学
び
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。

○
教
員
の
指
導
力
の
向
上
と
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
生
か
し
た
防
災
教
育
を

　

防
災
教
育
が
効
果
的
に
進
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
は
教
員
の
指
導
力
に
か
か
っ

て
お
り
、
研
修
な
ど
に
よ
り
指
導
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
各
教
科
や
道
徳
、
特
別
活
動

の
内
容
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

生
か
し
て
計
画
的
に
防
災
教
育
に
取
り

組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

地域・学校・家庭での防災学習で、災害に強
い人づくりを
　震災の体験で、大人も子どもも普段から防災に関して学んでおくことの大切さを認識
した。地域団体や自主防災組織、ＮＰＯなどの団体が防災に関する学習機会を提供し始
めた。学校でも実践的な防災訓練の実施に加え、震災の教訓を生かした防災教育に取り
組んでいる。あらゆる世代の人々が、家庭も含めて、あらゆる機会を捉えた防災学習を
通じて“たくましく生きる災害に強い人づくり”に取り組むことが求められている。

（７）災害時に対応できる人材の育成

防災学習81
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創
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（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
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（6）
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づ
く
り

（7）
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材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■学校での防災教育
科学的な理解を深める

新たな防災教育

知

技

心

理科・社会
科等での
学習

避難訓練、
学級活動、
自然学校等
特別活動

道徳、特別
活動

防災リテラシーを身に着ける

人間としてのあり方・生き方にせまる

※「総合的な学習の時間」においては、「知」「技」「心」の要素を総合的に組み合わせた学習が考えられる。

・生命を尊重する心を育てる。　　・他者を思いやる心を育てる。
・人と人とのふれあいを大切にする心を育てる。
・ボランティア活動に積極的に参加しようとする心を育てる。

・ 災害発生時の避難の方法について学習する。
・ 応急処置の方法について学習する。
・ サバイバル技能（野外炊事の方法、暑さ寒さの防ぎ方等）を習得する。

・ 自然災害の種類と発生のメカニズムについて学習する。
・ 地域の災害の歴史について学習する。
・ 自然的・社会的要因をつかむ。　・今後の防災体制を考える。

■ＮＰＯによる防災学習
　震災後、各地で活動するＮＰＯは、震災体験の講演、防災セミナーの開催、イベン
トでの展示などさまざまな学習機会を提供している。
　また、子ども達も防災訓練を楽しみながら参加できるようなグッズを開発して提
供する団体もある。

（写真提供：
ＮＰＯ法人プラス・
アーツ）

■防災・危機管理ｅ－カレッジ
　消防庁は、地域住民、消防団員、行政職員向けに、インターネット上で防災・危機管
理に関する学びの場を提供。個人で学ぶだけでなく、グループでも学習できるように
工夫しているほか、子ども向けのページも提供。

■地域団体・自主防災組
織における防災学習

　地域団体や自主防災組織で
は、消火器での訓練だけでなく、
地域の防災マップづくりや防災
担当部局と連携した心肺蘇生法
の講習会、地域の運動会での防
災クイズやバケツリレー競争な
どさまざまな工夫を凝らして防
災学習に取り組んでいる。

□県立舞子高等学校・環境防災科の設置
�　震災から学んだ教訓を生かし、災害と「自然環境」や
「社会環境」とのかかわりを視点に据え、人間としてのあ
り方生き方を考えさせる防災教育の拠点として平成14
年度に設置。
�　フィールドワークや体験研修など、座学と実践の両面
から「環境」「防災」についての認識を深め、21世紀の社会
づくりに貢献する人材の育成を目指している。
�　20年３月には、神戸学院大学と防災教育に関する協定
を締結し、高大連携で、より充実した実践教育を目指し
ている。
�　また、被災地として、県立大学に防災に関する学部・学
科の開設を求める意見もある。

兵庫の取り組み

❖台風第23号の被災地でボランティア活動を
行う県立舞子高校環境防災科の生徒たち（平
成16年10月、豊岡市）（神戸新聞社提供）
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創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
地
震
は
起
き
な
い
と
い
う
油
断
が

あ
っ
た

　

震
災
発
生
以
前
、
平
成
３
年
の
総
理

府
（
現
・
内
閣
府
）
世
論
調
査
に
よ
る

と
、「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
大

地
震
が
起
こ
る
と
思
う
人
の
割
合
」

は
、
東
海
地
方
の
43
・
３
％
に
対
し
、

近
畿
地
方
は
わ
ず
か
８
・
４
％
だ
っ

た
。
行
政
、
住
民
と
も
に
、
こ
の
地
域

に
は
地
震
は
起
き
な
い
と
い
う
油
断
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
し
て
震
災
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
た
現
在
、
被
災
者
の
高
齢
化
や
震
災

体
験
の
な
い
世
代
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
の
風
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

○
震
災
を
語
り
継
ぐ
取
り
組
み
が
生
ま

れ
た

　

被
災
地
に
は
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
や
野
島
断
層
保
存
館
な
ど
、
震
災

の
経
験
や
教
訓
を
未
来
へ
継
承
す
る
施

設
が
整
備
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
鎮
魂
と
追
悼
、
ま
ち
の
復
興

を
祈
念
す
る
「
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
や
、

「
１
・
17
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア
ル

ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
１
月
17
日
を
中
心
と

し
た
県
民
等
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
震
災
を
語
り
継
ぐ
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
１
・
17
の
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い

　

１
月
17
日
は
、
か
け
が
え
の
な
い
大

切
な
も
の
を
失
っ
た
一
方
で
、
人
と
人

と
の
き
ず
な
や
助
け
合
い
、
支
え
合
い

の
大
切
さ
を
実
感
し
た
日
で
も
あ
る
。
こ

の
貴
重
な
体
験
を
被
災
地
だ
け
の
財
産

と
す
る
の
で
は
な
く
、
国
内
外
を
問
わ

ず
積
極
的
に
発
信
し
、
ま
た
後
世
に
生

き
る
人
々
と
も
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

被
災
地
で
あ
る
兵
庫
県
は
、
１
月
17

日
を
忘
れ
な
い
た
め
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
震
災
の
教
訓
を
継
承
し
、
発
信

し
て
い
く
責
務
が
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
震
災
の
経
験
と
教
訓
の
発
信
が
進
む

　

新
潟
県
中
越
地
震
や
能
登
半
島
地
震

な
ど
国
内
で
の
地
震
災
害
に
際
し
、
兵

庫
県
職
員
等
を
被
災
地
に
派
遣
し
、
震

災
の
経
験
と
教
訓
に
基
づ
く
助
言
を
行

う
な
ど
復
旧
・
復
興
を
支
援
し
て
い

る
。
ま
た
、
ト
ル
コ
や
中
国
な
ど
海
外

で
発
生
し
た
大
規
模
災
害
の
際
に
も
職

員
等
を
派
遣
し
て
、
震
災
の
経
験
と
教

訓
を
伝
え
、
被
災
地
の
復
旧
復
興
に
貢

献
し
て
い
る
。

○
防
災
に
関
す
る
研
究
が
進
展

　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で
は
、
震
災

の
経
験
と
教
訓
を
防
災
の
現
場
で
生
か
す

た
め
、
個
別
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
専
任
研

究
員
を
中
心
に
実
戦
的
な
研
究
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、

実
戦
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
専
門
家
を
迅

速
に
被
災
地
に
派
遣
し
、
専
門
的
な
助
言

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
神
戸
大
学
で
は
、
都
市
安
全
研

究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
都
市
ゆ
え
に
生

じ
る
多
様
な
災
害
に
つ
い
て
ハ
ー
ド･

ソ

フ
ト
両
面
か
ら
学
術
的
か
つ
総
合
的
に
研

究
し
て
い
る
。
関
西
学
院
大
学
は
、人
文
・

社
会
科
学
の
研
究
を
生
か
し
、
災
害
復
興

制
度
を
研
究
・
提
案
す
る
全
国
唯
一
の
災

害
復
興
制
度
研
究
所
を
設
置
し
た
。

○
震
災
体
験
の
語
り
継
ぎ
が
広
が
る

　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
に
は
、
語

り
部
が
自
ら
の
震
災
体
験
を
語
る
コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
来
場
者
に
生
の
声

で
伝
え
て
い
る
。
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
神
戸
市
長
田
地
区
な
ど
で
は
、
修
学

旅
行
生
を
受
け
入
れ
て
の
語
り
部
活
動

も
生
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
県
立
舞
子
高
校
が
能
登
半
島

地
震
と
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
被
災
地

の
高
校
生
と
の
体
験
報
告
会
を
開
催
。

震
災
の
経
験
を
語
り
継
ぐ
取
り
組
み
は

広
が
り
を
見
せ
、
世
界
災
害
語
り
継
ぎ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
国
を
越
え
た
取

り
組
み
も
生
ま
れ
て
い
る
。

震災の経験と教訓の研究・発信で、次なる災害
被害の軽減を
　震災が発生した１月 17日を、国は「防災とボランティアの日」と定めている。兵庫県で
は「ひょうご安全の日」と条例で制定し、「1.17 は忘れない」を合言葉に震災を語り継ぐ
さまざまな取り組みを進めている。人と防災未来センターや大学では、震災関連の研究を
行い、その成果を発信している。被災地の体験を風化させることなく、これからも全世界に、
さらに後世に伝えていくことで、次なる災害被害を軽減することが求められている。

（７）災害時に対応できる人材の育成

研究・発信82
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（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
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（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
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（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
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（7）
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材
育
成

（8）
危
機
管
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（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■震災を未来へ継承
■人と防災未来センター
　平成14年４月開設。�震災の経験を語り継ぎ、その教訓
を未来に生かすことを通じて、災害文化の形成、地域防災
力の向上、防災政策の開発支援を図り、安全・安心な市民
協働・減災社会の実現に貢献することを目指している。

震災追体験・減災体験等展示、資料の収集・保存、災害

対策専門職員の育成、交流・ネットワーク、災害対応の

現地支援、実践的な防災研究等

■野島断層保存館
　平成10年４月開設。自然への畏怖の念と防災意識を培
うために、「野島断層」を大切に保存し、生きた教材として
展示している。
□野島断層
　震災で北淡町（当時）江崎から野島に至る淡路島北西
部の海岸沿いに現れた延長10キロの断層。

■震災を語り継ぐ取り組み
■神戸ルミナリエ
　震災の犠牲者の鎮魂の志を込め、都市の復興・再生への
夢と希望を託し、平成７年12月に初めて開催された。震災
で打ちひしがれた神戸のまちと市民に大きな感動と勇
気、希望を与えた�“光の彫刻作品”である。
（来場者数�平成19年　404万人）

■世界災害語り継ぎネットワーク　 （ＴｅＬＬ・ＮｅＴ）
　国や地域を越えて大災害を語り継ぎ、これからの災害
に備え被害を減らすこと（減災）への貢献を目的とする国
際ネットワーク。
　＊構成メンバー
　　防災博物館等防災関係施設関係者

■「１.17は忘れない」取り組み
　阪神・淡路大震災10周年を機に１月17日を「ひょうごの
安全の日」として条例で制定。「ひょうご安全の日」の趣旨
にふさわしい多様な防災・減
災への県民等の取り組みを
支援。
① １.17ひょうごメモリア

ルウォーク
　�　被災地を歩いて、交通機
関が途絶した震災当時を
追体験。

② ひょうご安全の日１.17のつどい
　�　人と防災未来センター慰霊のモニュメント前で県民
主体のつどいを実施。

③１.17防災未来賞（ぼうさい甲子園）
　�　全国の小学生、中学生、高校生等が学校や地域で防災
教育に主体的に取り組む先進的な活動を顕彰。

　

長
岡
操
車
場
跡
に
、実
際
に
使
用
さ
れ
た
仮
設
住
宅
１
棟
と
集

会
所
を
保
存
。被
災
物
品
な
ど
も
保
管
し
、建
物
自
体
が
調
査
・
研

究
用
資
料
と
な
り
、防
災
教
育
の
場
と
し
て
活
用
。

【
新
潟
で
の
取
り
組
み
】



182

創
る

何
が
あ
っ
た
か

○
国
の
復
興
特
定
事
業
と
し
て
事
業
化

　

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
後
世
に
残

し
、
震
災
と
そ
の
復
興
過
程
か
ら
得
ら

れ
た
知
識
や
知
恵
を
世
界
に
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
世
界
の
災
害
対
策
に
生

か
す
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
メ
モ
リ
ア

ル
セ
ン
タ
ー
整
備
構
想
」
が
国
の
復
興

特
定
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

平
成
14
年
４
月
に
「
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
開
設
し
、
毎
年
約
50

万
人
が
訪
れ
て
い
る
。

○
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
後
世
に
継
承

す
る
施
設

　

セ
ン
タ
ー
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ

の
機
能
を
継
承
し
、
震
災
の
経
験
と
教
訓

を
後
世
に
継
承
・
発
信
す
る
機
能
を
持
っ

て
い
る
。
地
震
の
被
害
の
様
子
を
映
像
と

ジ
オ
ラ
マ
模
型
で
表
現
す
る
と
と
も
に
、

復
興
の
過
程
な
ど
を
当
時
の
残
存
品
や
語

り
部
に
よ
り
伝
え
て
い
る
。

○
防
災
・
減
災
へ
の
研
究
と
人
材
育
成

を
充
実

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
震
災
の
資
料
を
収

集
・
保
存
す
る
と
と
も
に
、
震
災
の
経

験
と
教
訓
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
、

専
門
の
研
究
員
を
配
置
し
、
復
旧
復
興

に
関
す
る
総
合
的
・
実
践
的
な
研
究
や

災
害
に
対
応
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
養

成
、
自
治
体
の
職
員
向
け
の
研
修
等
を

実
施
し
て
い
る
。

学
ん
だ
こ
と

○
震
災
の
経
験
と
教
訓
の
伝
承
と
実
践

が
重
要

　

セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
当
た
り
、
震
災

当
時
の
状
況
を
克
明
に
再
現
す
る
た

め
、
資
料
を
精
力
的
に
収
集
し
、
展
示

内
容
を
充
実
さ
せ
た
。
ま
た
、
語
り
部

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
分
の
体
験
を
語
る

こ
と
で
学
習
効
果
を
高
め
て
い
る
。
学

ん
だ
こ
と
を
地
域
で
広
く
伝
え
、
実
践

す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

○
震
災
の
教
訓
を
そ
の
後
の
災
害
に
生

か
す
仕
組
み
が
必
要

　

自
然
災
害
が
起
き
た
場
合
、
過
去
の

災
害
対
応
を
参
考
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
適
宜
適
切
な
助
言
を
得
ら
れ
れ

ば
、
復
旧
復
興
を
効
果
的
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
各
分
野
の
専
門
家
の
知

見
を
総
合
化
し
、
復
旧
復
興
の
過
程
を

社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
て
研
究

し
、
被
災
地
な
ど
へ
助
言
で
き
る
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
体
験
的
な
学
習
が
実
践
に
つ
な
が
る

　

セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
の
経
験
と
教
訓

を
伝
え
る
常
設
展
示
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
収
蔵
し
て
い
る
震
災
資
料
を
活
用

し
て
企
画
性
の
あ
る
展
示
を
行
っ
た
り
、

語
り
部
や
展
示
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供
し
て
い
る
が
、

学
ん
だ
こ
と
が
実
践
に
つ
な
が
る
よ
う

な
一
層
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
被
災
地
へ

　

セ
ン
タ
ー
の
専
任
研
究
員
は
、
災
害

が
起
こ
れ
ば
直
ち
に
被
災
地
に
駆
け
付

け
、
復
旧
復
興
に
向
け
た
調
査
や
助
言

を
行
う
な
ど
、
震
災
で
得
た
災
害
へ
の

対
応
に
関
す
る
知
識
を
国
内
外
の
被
災

地
で
生
か
し
て
い
る
。
次
代
を
担
う
若

手
防
災
専
門
家
の
育
成
、
自
治
体
職
員

等
の
研
修
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
社
会

全
体
の
災
害
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

○
防
災
・
減
災
を
発
信
す
る
世
界
的
拠

点
に

　

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
（
神
戸
市
中
央
区
）
で

は
、
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
国
連
関
係
機

関
な
ど
が
集
積
し
、
国
際
的
な
防
災
・

人
道
支
援
拠
点
を
形
成
し
て
い
る
。
セ

ン
タ
ー
の
研
究
・
研
修
機
能
と
の
一
層

の
連
携
や
専
門
家
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

震災の経験と教訓を世界へ発信し、防災・減災の社会づ
くりに貢献する
　震災の経験と教訓を後世に残し、震災で得られた知識や知恵を世界に発信し、防災・減災に取り組む世
界的な拠点として、国の支援も得て人と防災未来センター（以下、「センター」）を平成 14年４月に開設
した。震災に関する展示だけでなく、専任研究員をいち早く被災地へ派遣して震災の教訓を伝える取り組
みなどは高い評価を受けている。臨場感あふれる展示に加え、体験学習や語り部などによる高い学習効果
があり、震災の経験と教訓を世界へ発信することで、防災・減災の社会づくりへの貢献が求められている。

（７）災害時に対応できる人材の育成

人と防災未来センター83



183

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ⅲ
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る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■施設の概要
　震災の経験を語り継ぎ、その教訓
を未来に生かすことを通じて、災害
文化の形成、地域防災力の向上、防
災政策の開発支援を図り、安全・安
心な市民協働・減災社会の実現に貢
献
■展示施設
　内　容：震災の経験と教訓に関する展示
　　　　　防災・減災に関する情報提供、講座等
　開　館：9:30～17:30
　休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、12/31、1/1
　所在地：神戸市中央区脇浜海岸通１丁目
　運　営：（財）ひょうご震災記念21世紀研究機構
　来館者：290万6千人（平成20年３月末現在）
■その他、震災関連資料の収集・保存、防災等の研究など

■主な展示内容
■常設展示 ■資料室
❖震災追体験フロア ❖震災の記憶フロア ❖防災･減災体験フロア

1.17 シアター 震災の記憶を残すコーナー 災害情報ステーション 震災や防災に関する資料の収集・公開
■企画展示
　平成20年１月のリニュー
アルにより企画展示スペー
スを拡充し、夏休みや各種
月間など時期にふさわしい
展示を実施震災直後のまち 震災からの復興をたどるコーナー 防災・減災ワークショップ

概念図

日本政府

被災国・国際機関 被災都道府県

兵庫県（24時間即応対応）

センター長

阪神・淡路大地震記念　人と防災未来センター

チームマネジメント・災害総合対応

情報収集・詳細検討等（専任研究員）

連絡・調整（センター職員）

特に必要な支援分野（上級研究員）

政府関係機関

大　　学

研究機関

研究員経験者

企業

自衛隊・消防・警察

全国地方公共団体

国際関係機関

その他

NPO

その他必要な専門分野（外部人材）

（センター長又は副センター長）

副センター長 研究部門
事務部門

支援チーム
専
門
家
の
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■災害時の広域支援
　センターでは、災害時にいち早く研究員を派遣し、
復旧・復興に関する助言などの支援を行っている。

■ＨＡＴ神戸に設置されている防災関係機関等
　ＨＡＴ神戸には、 国連などの防災関係機関が集積してお
り、防災・減災の拠点として有機的な連携を図っている。
■センターに入居する防災関係機関
　○国際防災復興協力機構（ＩＲＰ）
　○国際連合国際防災戦略（ＵＮ/ＩＳＤＲ）兵庫事務所
　○�国際連合地域開発センター（ＵＮＣＲＤ） 防災計画兵庫
事務所

　○国際連合人道問題調整事務所（ＯＣＨＡ）神戸
　○アジア防災センター（ＡＲＤＣ）
　○�独立行政法人防災科学技術研究所・地震防災フロンティ
ア研究センター（ＥＤＭ）

　○（財）ひょうご震災記念21世紀研究機構
■その他の防災関係機関等
　○国際協力機構（ＪＩＣＡ）兵庫国際センター
　　（国際防災研修センター（ＤＲＬＣ））
　○日本赤十字社兵庫県支部　
　○兵庫県災害医療センター
　○兵庫県こころのケアセンター

■センターのミッション（使命）と主な取り組み

展示
　震災の経験と教訓を伝
える展示。最新の研究成
果も分かりやすく展示

実践的な防災研究と若手
防災専門家の育成
　防災研究のほか緊急災
害調査、特定災害の研究等

資料収集・保存
　震災復興関連資料の収
集。原資料の適切な保存。
資料の公開等

災害対応の現地支援
　積極的な災害派遣、専
門家のネットワークの構
築等

災害対策専門職員の育成
　総合的・体系的研修、
トップセミナー、自治体
との連携強化等

交流･ネットワーク
　研修修了者のネット
ワークづくり、情報発信
の充実等
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M
essage

復
興
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

７
災
害
時
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
し
、
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

災
害
時
に
的
確
に
行
動
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
発
信
し

人
材
育
成
に
貢
献
す
る
こ
と
が

被
災
地
の
責
務

　

予
想
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
震
災
を

経
験
し
、
被
災
地
で
は
誰
も
が
、
普
段

か
ら
災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
の
大
切

さ
を
痛
感
し
た
。

　

平
成
20
年
５
月
の
四
川
大
地
震
な
ど

世
界
各
地
で
大
規
模
災
害
が
多
発
し
、

ど
の
地
域
も
が
被
災
地
に
な
る
危
険
性

が
あ
る
中
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
世

代
や
地
域
、
国
境
を
超
え
て
継
承
・
発

信
し
、
災
害
時
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
地
球
上
か

ら
少
し
で
も
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減

し
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み

で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
発
信
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

防
災
専
門
人
材
の
育
成
が
不
可
欠

　

災
害
対
策
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

公
共
機
関
、
住
民
等
の
協
力
の
下
に
、

総
合
的
に
実
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

が
、
と
り
わ
け
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
責
務
が
あ
る
行
政
に
は
、
住
民
か

ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

災
害
時
に
対
策
本
部
を
設
置
す
る
都

道
府
県
や
市
町
村
は
、
直
後
の
情
報
収

集
や
連
絡
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
な

ど
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
、
学
校
な

ど
で
の
避
難
所
の
開
設
を
は
じ
め
と
し

た
組
織
活
動
体
制
の
確
立
な
ど
と
と
も

に
、
人
命
の
救
助
、
消
火
、
医
療
等
の

応
急
活
動
を
短
期
間
の
う
ち
に
矢
継
ぎ

早
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
自
治
体
の
職
員
は
、
災

害
時
に
専
門
知
識
を
持
っ
て
的
確
に
行

動
で
き
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
抜

き
打
ち
訓
練
な
ど
の
実
戦
的
な
防
災
訓

練
や
災
害
対
応
の
専
門
的
な
研
修
で
研

鑽
を
重
ね
、
平
常
時
か
ら
防
災
を
意
識

し
て
業
務
に
当
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
へ
の
取
り

組
み
が
進
展

　

震
災
後
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や

子
ど
も
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
ま

ち
の
危
険
個
所
の
確
認
や
防
災
マ
ッ
プ

づ
く
り
な
ど
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
住

民
や
子
ど
も
達
が
自
主
的
に
防
災
に
取

り
組
み
、
震
災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
上
で
欠

か
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
未
来

の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
達
は
、
豊
か

な
感
受
性
を
有
し
て
お
り
、
災
害
の
痛

み
や
防
災
の
大
切
さ
を
素
直
に
受
け
止

め
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
子
ど
も
を

通
じ
て
家
族
や
大
人
が
防
災
に
目
覚
め

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
、
子
ど
も
を
中
心

に
据
え
た
語
り
継
ぎ
や
防
災
学
習
を
強

化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

学
校
で
の
防
災
教
育
が
重
要

　

子
ど
も
達
へ
の
語
り
継
ぎ
で
は
、
と

り
わ
け
学
校
で
の
防
災
教
育
が
重
要
で

あ
る
。
震
災
を
経
験
し
た
地
域
と
し

て
、
小
学
校
・
中
学
校
で
、
誰
も
が
災

害
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
県
立
舞
子
高
校
に

は
、
全
国
初
の
「
環
境
防
災
科
」
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
高
校
や
大
学

に
災
害
対
応
な
ど
を
専
門
に
学
ぶ
科
目

や
コ
ー
ス
、
学
科
な
ど
を
設
け
、
自
治

体
や
企
業
で
災
害
に
対
応
で
き
る
専
門
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Ⅲ
創
る

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

的
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
職
員

で
構
成
す
る
「
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー

ム
（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）」
が
震
災
を
知
ら

な
い
教
員
へ
防
災
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

伝
授
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
学
校
ご
と

に
防
災
教
育
年
間
指
導
計
画
の
作
成

や
、
防
災
教
育
副
読
本
の
活
用
に
取
り

組
む
な
ど
、
防
災
教
育
は
着
実
に
進
み

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
中
学
・
高
校
に

な
る
と
取
り
組
み
の
状
況
に
学
校
ご
と

の
差
が
見
ら
れ
る
た
め
、
基
本
的
な
教

育
と
し
て
子
ど
も
達
が
身
に
付
い
た
行

動
が
と
れ
る
よ
う
、
各
校
の
取
り
組
み

に
引
き
続
き
期
待
し
た
い
。

県
立
舞
子
高
校
の
活
動

　

19
年
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、「
震

災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｈ
）」
の
メ
ン
バ
ー
に
現
地
か
ら
要
請

が
あ
り
、
舞
子
高
校
の
環
境
防
災
科
の

生
徒
27
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
。
同
校
の
生
徒
は
こ
れ
ま
で

に
も
、
台
風
第
23
号
災
害
や
新
潟
県
中

越
地
震
の
被
災
地
で
、
清
掃
や
仮
設
住

宅
の
訪
問
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
て
い

る
が
、
被
災
地
で
の
具
体
的
な
行
動

が
、
生
徒
達
の
防
災
意
識
を
高
め
、
今

後
の
減
災
社
会
づ
く
り
に
生
き
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
広
が
り

も
期
待
さ
れ
る
。

研
究
と
発
信
が
不
可
欠

　

兵
庫
県
に
は
、
震
災
の
経
験
と
教
訓

を
発
信
す
る
施
設
と
し
て
、「
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
展
示
な
ど
で
子
ど
も

を
は
じ
め
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
震

災
の
経
験
と
教
訓
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
若
手
防
災
専
門
家
の
育
成
や
自
治

体
の
ト
ッ
プ
・
防
災
担
当
職
員
に
対
す

る
研
修
を
行
い
、
災
害
時
に
対
応
で
き

る
実
戦
的
な
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

こ
う
し
た
発
信
に
当
た
っ
て
は
、
震

災
の
事
実
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
前
提
と
し
て
震
災
で
学
ん
だ
知
恵
や

経
験
を
体
系
化
し
て
い
く
継
続
的
な
研

究
が
不
可
欠
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
で
の

研
究
ス
ト
ッ
ク
の
充
実
や
大
学
と
の
共

同
研
究
の
機
会
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
震
災
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後

の
自
然
災
害
に
お
い
て
、
地
域
特
性
に

応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
と
教
訓
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
被
災
地
相
互
の

交
流
を
通
じ
て
、
今
後
こ
う
し
た
蓄
積

を
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。

❖台風第23号災害では県立舞子高校環境防災科の生
徒もボランティア活動に参加（神戸新聞社提供）

❖人と防災未来センターを開設




